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［調査研究報告］戦時下のソ連邦科学アカデミー  

ーその戦時疎開について（続報）－  

山 川  浩  

Ⅰ．はしがき  である．   

今軋 上記4研究所以外のいくつかの傘下研究機  

関の事例を取りあげっっ，第2次世界大戦順におけ  

るソ辿邦科J、〕′ニアカデミーの戦時疎l札 それに什う組  

織的変容をとらえることに努ガ）た．取り上げた研究  

機関は，“500Rのユ三、偶呈”下にあったレニングラード  

から疎倒したレニングラード物理工ノ、〕勾裾究所  

（几e比艮Ⅲp祖CK山岳か13上1畑－rlleX上目4リeCK山岳比Hn甘ryTAH  

CCCP），ラジウム研究所（Pa月HeB♭IfiHHCTHIYT AH  

CCCP），動物学研究所（3ooJlOrH・1eCm摘HHCTHTyTAH  

CCCP），生珊、用l二光所（¢艮3上10」1011肌eC山道IuCrl甘ryrll  

艮M．艮∫Ll七瓜10月a AH CCCP），植物ノ、〕月井究所  

（60TaHHL7eCKHfi‖HCTHTyT HM．B．几KoMaPOBa AH  

CCCP），大文学研究所（AcTPOHOMHL7eCKHiiHHCTHIYT  

AHCCCP）の6研究所，および，モスクワからカザ  

ンに疎例した有機化ノ、〕り研究所（l血crl甘ryT  

opraHHL7eCKOiixHMHHAHCCCP），一般・無機化学研  

究所（HHCTHIYTO6111efiHHeOpraHHL7eCl肘iixHMHHAH  

CCCP），ノバ旬「究所（上山crll什y＝1eXa出張艮AHCCCP）  

の計！用l二光所である．   

本研究では，文書記録類（公文苦，ドキュメント，  

データ等）を共本資料として，それらを読むことを  

通じて史実を再構成する，いわゆる文献実証のノノ法  

を採川した．R本学術振興会科学研究費補肋金基盤  

研究（C）の賢金により，2007年9月151l～291Iに  

モスクワのロシア科ノ、〕Jニアカデミー文書軒（Apx上柑  

Pocc14iiclのiiAKaHeM艮艮flayl（：以卜，注記ではApxflB  

FAHと略記）で資料調査を行ったほかト途中9月22  

R～25Rにはカザンに山仮し，多くの疎開した研究  

機関の受け人れ光となったカザン国立大ノ、〕J二の大ノ、〕J二史  

記念軒（My3eii比CTOP上1艮Ka3aflClのrOlて）CyLlaPCTBeHf101て）  

yHHBHpCHTeTa：以下，注記ではMy3eiiK「Yと略記）   

lllソ辿邦は国家機構に独立した科J、〕′二技術官庁を欠  

いていた．本火は純粋なJ、〕′二術機関であったソ辿邦科  

学アカデミー（AKa且eM朋H町KCCCP）がそのかわり  

を果たしていた．旧ソ連邦（帝政ロシアも）の人学・  

高等教育機関がほぼ教育機能に特化していたのにた  

いして，科J、〕′ニアカデミーは傘卜に多くの先端的なノ、〕J二  

術研究機関を集材）ることで，旧ソ連邦における研究  

活動全般の展開に圧倒的な影響力を発揮する，他の  

国にはない特有の組織となった．   

その科ノ、〕Jニアカデミーは，ドイツ軍のIllソ辿邦領内  

侵入にともない，史上類例を見ない規模での疎開を  

実施する．モスクワ，レニングラード し呪，サンク  

ト＝ペテルブルク）から多数の傘卜研究機関がカザ  

ン巾，その他へと移転し，新しい環境で旺盛に戦時  

研究などに取り組むことになった．この疎開は科学  

アカデミーとその傘下研究機関にどのような変化を  

もたらしたのであろうか（1）．   

以前，筆者は，（財）二菱財団の援助により，ソ辿  

邦科学アカデミー仲卸会（Il：pe3叩HyMAHCCCP），  

および，物理学研究所（◎H3肝【eCI（H丘HHCTHTyTI｛M．  

Il：．H．JIe6eReBa AH CCCP），数学研究所  

（MaTeMaTImeCI（H孟ⅠⅢCTHTyTHM．A．B．CTeI£JlOBa  

AH CCCP），化学物理学研究所（HHCTHTyT  

xHMHtIeCI（0丘¢H3HICH AHCCCP），コロイド電気  

化J、r旬仁先所（ⅨoJLけ0町0－∂刀eI叩）0ⅩHMIⅢeCIくⅢ丘  

ⅠⅢCTI汀yT AHCCCP：戦後すぐ，物理化学研究所  

HHCTHTyTd）H3肝【eCI（0丘ⅩHMⅢ王 AH CCCPに  

改組される）の4糾先所を対象にこの課定則こ取り組  

み，報告書にその成果を圭とめ卜げたことがある（2）．  

本稿が「続報」を名乗っているのはそれゆえのこと  
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で資料収集に／従事した．また，2008隼2月 川口～  

2111にかけては，（財）ll本証券奨ノ、ア唄寸何の援助に  

より，やはりモスクワの科J、〕′ニアカデミー文書飾で質  

料調査を実施したほか，研究機関にとってカザンに  

次ぐ第2の疎開先となったエカチェリンブルク（旧，  

スヴェルドロフスク）に＝‥′りき，当地のロシア科ノ、〕Jニ  

アカデミー・ ウラル丈帥、H粁文吉飾（H坤Ⅷ北1iiApx艮B  

Ⅵ）aJlbCKOI℃OT且eJleHH5TPoccHiicK滴AKa月eMHHHayK）な  

どで資料調査に従事した．また，同財団の援助によ  

り，3ノ1281I～4ノ］61Iの「札サンクト＝ペテルブ  

ルクにH張し，ロシア秤、〕′アカデミー文書飾サンクト＝  

ペテルブルク文部（CaHKT－TleTeP6yprcKHiiq）HJMaJI  

ApxHBaPoccHficl肘iiAKa月eMHHHayK：以下，注記では  

n¢A臥Llと暗記），アー・エフ・ヨッフェア．称物理  

工、掬恍所（¢H3艮畑－rlleX上目4リeC山道比HCTHlyr＝仙A．¢．  

Hoq）OePoccHficl肘iiAKa月eMHHHayK：以下，注記では  

¢THと略記）文書館，ヴェー・ゲー・フローピン名  

称ラジウム研究所（P叫比eBblii艮比Crll肛y＝仙L B上  

丸101山1Ha：以卜，注記ではP14と略記）にて質料調査  

を実施した．さらに，9月10R～27Rにかけて，  

科研費により，モスクワのロシア科学アカデミー文  

書肌 サンクト＝ペテルブルクの同文書斬サンクト  

＝ペテルブルク支部で質料調査に従事した．   

本稿は，こうした現地における資料調査の現町点  

における中間的成果をまとガ）たものである．ただし，  

文吉飾などにおける質料イ呆存の状態，公例度等によ  

って，質料調査に制約が生じる場合も数多くあった．  

また，資料の痛みがひどく，、裾読が難しい箇所も往々  

にして〝在する．一郎に首を尽くせぬ憾みがあるが，  

読者のご窟恕をお願いする次第である．   

文書軒文書は，▲般に，「フォンド（¢0上川：¢∴ス  

トック）」，「オーピシ（On‖Cb：0∴目録）」，「デェ一  

口（月alO：ル：ファイル）」という3層坑中二分に従っ  

て整理されている．「デェ一口」については，そのか  

わりに“E月HHHLIa XpaHeH朋：E几Xp．（エディニッツ  

ア・フラニェーニア＝保〝甲州二）”やiltに“凧唯（番  

号）”が仙われている場合がある．本稿では，引用す  

る文書の匙げ■を“”で括って示し（題ダ，をもたない  

書簡の場合はこの限りではない），それが所収されて  

いる「デェ一口（ファイル）」の表題を（（〉〉に打って示  

すことにする．そして，引用した文吉飾質料がどこ  

の文書斬明どのフォンド，どのカ‾－ビシ，どのデェ  

一口に整√哩されているかはそれぞれの引用注苗木尾  

に／／に括って示しておく．その際，文書館ダ，等は  

略称で示しておく．几ないし，刀几はシート番号を  

示す．なお，文書館資料については，報H作成者名，  

執筆者名をイタリックで示すことはしていない．   

ロシア人のダ，前はその初川筒所で帰綴りをしめし  

ておいた．とくに著者，な人物には生没年など，必要  

な事項も記入している．  

（1）近年のIllソ辿邦史糾先の特徴は，急速にIllソ辿邦   

社会にたいする合体主義的モデルが支持を失い，   

それにかわって，ノーヴ（A．Nove）の表′呪（A．   

ノーヴ，≠lミ訳『ソ連の経済システム』兄洋書房   

1986年，56ページ）を借りれば，「集権的多元   

主義」とも呼びうるIllソ辿邦社会の理解が支持   

を集めつつあることであろう．文書館資料の研   

究がすすむにつれ，科学史の分野においても旧   

来の，科J、〕′：者（栗岡）と党／政府官僚制との聞   

のコンフリクトを当然視する 二項対立的図式に   

かわって，より多元⊥義的な解釈が有力になっ   

てきた（たとえば，N．Krel¶entSOV，ぷ〟／わ7えー′旋Jビ〃Cビ，   

PrincetonUniversityPress，1997．）．その代表的な論   

者，クレメンツオフは，第2次世界大戦が科J、〕′二   

者と権力との新しい関係形成の契機となったと   

指摘している（乃疋，pp．95128卜 しかし，第2   

次世界大戦糊の戦時研究と科ノ、〕J：者の動員の合体   

像については研究が 一定すすめられている（3．〟．   

月フa7｛ul／a，（（yL7e＝t）le PoccH＝ B「（Ⅵt）l BeJIHWii   

OTeL7eCTBeHHOfiBOiiHE）Ⅰ．19411945）〉．M．：HHCTHTyT   

PoccHiiclのii艮CTOPl叫20001：比nP．）ものの，この時   

用の質料は系統的に残されておらず，戦時に関  

しては，科学者集団の動向，その稀力との関係   

変化を科J、〕′判二会ノ、〕J二の札・∴（から包括的に明らかに   

する実態解明はあまりすすんでいるとは言えな   

い．“失われた鎖の環”としての，この畔期医科   

学甘集団の動向，権力との関係を明らかにする   

ことは，lllソ辿邦における“戦時＝冷戦型科J、〕′二・   

技術体制”ノlラh長の前提を明らかにし，戦時卜Ill  

ソ連≠lミにおける科学と権力との新しい関係，和  

江什川の形成過程をよりノムいコンテキストのも  

とで明らかにすることに繋がるものと考えられる．  

（2）市川 浩『第2次世界大戦糊におけるIllソ辿邦科   
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傘下研究所が所在していた（4）．疎開を比較的早期に  

実施し，封鎖の被害が少なくてすんだ研究所にはレ  

ニングラード物理工学研究所と化学物理学研究所が  

ある．この両研究所については，1941年7月6目付  

で科学アカデミー副総裁シュミットが副首相コスイ  

ギン（AJlIbcEm：1904－1980．1964－1980，ソ  

連邦首相）宛てに書簡を送り，特別の配慮をもって  

早期にレニングラードを脱出できるように懇請して  

いた（5）．この懇請は功を奏したらしく，物理工学研  

について見れば，8月3日に疎開の第1陣が出発し  

ている（6）．しかし，このような例外を除くと，疎開  

の遅れのために多くの研究所で多数の犠牲者を出し  

てしまうことになる．  

学アカデミーと科学者集団の動向に関する歴史  

的実証研究』平成17年度（財）三菱財団人文科  

学助成・研究成果報告書，2006年11月，1～31  

ページ．  

Ⅱ．疎開の経緯   

疎開の経過については，すでに三菱財団宛の報告  

書においても触れているが，ここではそこで触れら  

れなかった事実を織り込みつつ，再度その大筋を述  

べておくこととしたい．  

1941年6月24日，すなわち，ドイツ軍のソ連侵  

攻開始の2日後，ソ連邦人民委員会議に附属疎開協  

議会（CoBeTⅡ03Ba町a卿Ⅰ）が設置された（1）．この協  

議会に科学アカデミー を代表する全権委員  

（叩OJmOMOqeHHbI茹）として，副総裁オー・ユー・シ  

ュミット（0．IO．ⅢM玖町）が加わった．モスクワに  

立地する科学アカデミー傘下研究機関のなかで，物  

理・数学系，化学系，工学系の諸機関はカザンに疎開  

することとされた．また，レニングラード（現，サン  

クト＝ペテルブルク）に立地する研究機関のおもなも  

のもカザンに集められることとなった．モスクワ，レ  

ニングラードに立地していた科学アカデミーの研究  

機関は7月22日より順次カザンその他に疎開してい  

った．疎開した研究機関の総数は85にのぼった．疎  

開は，空前の規模で実施され，10月末～11月初めに  

は完了した．高齢者が多い科学アカデミー会員は当初  

カザフスタンに送られる予定であったが，総裁コマロ  

フ（鼠几払Ma匹B：1869－1945，植物学者1936－1945，  

科学アカデミー総裁）は移動の途中3日間立ち寄った  

スヴェルドロフスク（現，エカチェリンブルク）にと  

どまる決意をし，以降スヴェルドロフスクは科学アカ  

デミー第2の集中疎開先となった（2）．   

多数の市民の犠牲をだしながらも，“500日の封鎖”  

を戦い，頑強にドイツ軍から町を守り抜いたレニン  

グラードであったが，この都市からの疎開作業は，  

党州委員会書記ジダーノフ（A．A．X只班OB：  

1896－1948）と北西方面軍司令ヴオロシーロフ（K．E．  

BopoⅢmOB：1881－1969）の判断ミスなどから遅れて  

しまうことになった（3）．1934年における科学アカデ  

ミーの再編＝モスクワ移転にもかかわらず，開戦直  

前の段階でも，この都市には計13の科学アカデミー  

図－1 カザン国立大学本棟（筆者撮影）  

1941年秋，ドイツ軍がモスクワに近づくなか，第  

2陣の疎開が実施され，結果として，カザンには33  

の研究機関，約2，000人の研究員が移り住むことと  

なった．また，スヴェルドロフスクにはおもに地理  

一地学関係の研究機関が集められ，人文系諸機関，  

生物学系諸機関は中央アジアに送られるようになっ  

た．カザンでは，諸機関はカザン国立大学の校舎（図  

－1）を中心に配置されたが，スヴェルドロフスク  

では，市内各所に散在していた科学アカデミー・ウ  

ラル支部関係の建物に分散することになった（7）．   

カザンでの科学者の受け入れのために，科学アカ  

デミーと現地の共産党（ボリシェビキ）タタール州  

委員会との合同委貞会が設置された．委員長には科  

学アカデミーの側からシュミットが，副委員長には  

党州委員会書記のアベツェダルスキー（A．A．  

A6eq印叩CⅢ拐）が就任した．カザン国立大学ではア  

ルブーゾフ（A．E．Ap卸30B）が科学者を接遇した．カ   
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ザン国立大学の舞台・体育館ホール（図－2，現在  

は大学史記念館となっている）は200名を収容する  

寮となった．こうした急作りの“寮”のほか，市内  

各地の空き家屋を科学者に割り当てる住居委員会が  

組織され，アルブーゾフが委員長となった．しかし，  

カピッツァ（ⅢJLⅨaⅡH叫a：1894－1984．1978年，ノ  

ーベル物理学賞受賞），ヨッフェ（A．◎．Ho帥e：1880  

－1960），シュミット，タム（H．E．TaMM：1895－1971．  

1958年，ノーベル物理学賞受賞），アルツイーモヴィ  

ツチ（JIAApqKMOBHtI：1909－1973，物理学者），オ  

ルベリ（几A．Op6即H：1882－1958，生理学者）一家  

がまとめて1軒の家に居住するなど，狭隆な空間に  

多数の科学者が押し込められていたことに違いはな  

い（8）．レニングラードからやってきた物理学者フレ  

ンケリ（兄H．◎peHXe刀も：1894－1952，物理学者）は  

絵心のあったことで有名であるが，掲げた図－3，4  

はここで彼が描いたスケッチである．  

図－4 フレンケリのスケッチから  

出所）rワ白ゐ叩eち“3ImもIHa月Ra3aⅢCOIO：  

HeB叫ZlyMaHⅢbIe HCTOPIⅢ，”く（Ka3aHも》  

N97－8，1999，肝p．63．   

加えて，燃料，電力はたえず不足気味であった．  

食糧の配給は，当初ひとり1日パン600g，のち，  

肉体労働者と同等の800gとされた（9）．   

たとえば，物理学研究所（◎H3ImeCⅢ戒ImCTmyr  

HM．n．H．JIe6eJIeBaAKaJIeMⅢHayKCCCP：◎HAH）のソ  

ボレフ（H．H．Co60JIeB）は，本人，妻と息子1人に  

たいして6m2が割り当てられ，1室を斜めに布で仕  

切って，2家族で暮らしていた．パンの配給量はし  

ばしば“権利のうえでのこと”となり，1日400g  

にまで切り下げられたこともあった．おかずは，い  

つも，エンドウ豆のスープかカーシヤ（ロシア風粥），  

またはジャガイモのカツレツなどであった（10） ．ヵザ  

ンでの生活は，猫源を極めたものであった．  

図－2 カザン国立大学本棟旧舞台・体育館ホール  

（現，大学史記念館主展示ホール：筆者撮影）  

（1）旧ソ連邦最初期の核開発計画の政府側責任者と   

して名高い，副首相ペルヴーヒン（M．r．   

ⅢepByXⅢ王：1904－1978．1940－44，50－55副首   

相．1955－57，第1副首相．フルシチョフーH．C．   

Xpy叫芭B：1894－1971．1953－64，党第一書記．   

その後失脚－と対立し，やがて失脚してゆく．   

1961年，党中央委員罷免）が疎開協議会の議長で   

あった．彼は，面積，建物をめぐって諸処で繰り   

返された争いを調停しつつ，モスクワからだけで   

も200万人が移動したと言われる空前の大輸送作   

戦の指揮に辣腕を振るった．彼ら，大戦当時30   

図－3 フレンケリのスケッチから  

（カザン国立大学・大学史記念館展示品を筆者が接写）  
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◎Ⅰ4AH（19411943）．”B（（◎H3肝【eCI（H丘ⅠⅢCTHTyT  

HM．Il：．H．JIe6eneBaBrOnI，IBeJIIⅡCO丘   

OTetIeCTBeHHO丘BO丘HI，IB3BaIくya叩IH（I（a3aHI，，   

194l－194：うIT．）〉〉．MocI£Ba1995．cc．25，26．   

Ⅲ．レニングラード物理工学研究所   

けIeHⅢⅡp即叩Ⅷ丑匝m－TeXIⅢq∝ⅠⅧ政   

HINIVrIyTAHCCCP）  

ペトルジャック（K．A．nerlT）XaK）とともに，ソ辿  

邦で初めてウランのIrl発核分裂を確認したここの研  

究員フリョ一口フ（「H．動IepOB：191319洲）は，  

開戦と同町に人民義勇唇（H叩明HOeOnO刀・1eHHe）に  

人隊し，つづいて，ヨシカル＝オラにあった空軍ア  

カデミーに人、〕′二する．彼が休暇を利用して立ち寄っ  

たカザンで暑名な物理学甘，戦時科学行政担、■1都こ  

ウラン爆弾開発を呼びかけ，ついにはスターリン宛  

にl自二訴書簡を発したことはあまりにも有ダ，である（l）．  

翌年甲一々，彼は軍から呼び戻され，物神工ノ、榊l二が疎  

開していたカザンl吋立人学本棟西巽2階の研究半で  

研究を再開した．1942什夏になると，フリョ一口フ  

の計測装吊は本棚丹心部の民俗ノ、〕J二博物師内（仏い空  

冊をベニヤ板でlメニ切って利用していた）に設吊され，  

そこが研究の場となった（2）．旧ソ連邦における核兵  

器開発計l巾が始動する前，そのリーダーに㌣定され  

ていたクルチャートフ（丑B．吋pリaTOB：19031960）  

は1942年‖ ノ12711付で副削こ目モロトフ（B．M．  

Mo刀OTOB：1R洲19R6）に書簡を送り，ハリトン（IO．6．  

X叩‖TOH：10041992．、■1帖，化学物理学研），ゼリ  

ドヴィチ（鳳6．3e」1b山OB肌：19141987．同），アリハ  

ーノフ（AJIA⊥ulXa比OB：19041970．当時，物押工  

学研），アレクサンドロフ（A．H．血eKCaH叩OB：190：う  

1994．1孔19751986，科ノ、〕Jニアカデミー総裁）ら，  

レニングラードの科学甘数名の計巾への動員を要請  

した（ニー）．これにより，1943隼1月，フリョ一口フら  

はモスクワに移動した（1）．   

一方，アレクサンドロフらは，閻戦前の段階で，  

メチルメタクリル酸塩に，ガラス化氾度よりも低い  

温度で強い庄力をかけたときのポリマーの弛緩ナ呪象  

を観察し，弛緩の速度が仕力に比例することを発見  

した．この応用によって，プラスティックの耐寒性  

をIlrり卜させることができる几適しであった．こうし   

～40ノ茂代の少壮甘僚の有能さは，スターリン体制   

のひとつの基棺として近年江口を集めている   

（CM．伽鱒TA．，く（IloBap5IT CTaJIHHCIくHe   

HaPI£OMI，Ⅰ〉〉．CMOJIeHCI£，“PycHt｛ ” 2OO5．   

c〔∴119146）．  

t－1ソニノ／〃〃・れ．1／．J＼丁小ハ川ご．／一：／二／／／／／／＝／′・・に／．†：／∴   

く（◎H3HtIeCI（HeHHCTHTyTI，IAI（aEeMHHHayR   

CCCPBI〈a3aHCI£OMyHI｛BePCHTeTeBIlOFtI，I   

BeJtHI（0孟OTetIeCTBeHHO孟BO孟HI）Ⅰ〉〉．Ka3aHI），   

2005．cTp．4．  

（3）1セaKm，yIくa3．COtI．，MocI（Ba2000．cTp．111．こ   

の点は，G．ボソファの暑什でも確認できる（G．   

ボッフア，坂井信義・人久保昭男訳『ソ連≠lミ史（：う）   

19411947』大月書店1980年．73ページ）．  

（4）本稿で扱う6研究館すでに二菱財岡宛報告書で   

取り扱った化学物」理学研究所（レニングラードに   

はもどらず，モスクワに移転した），計7つの研   

究所以外には，東洋ノ、〕月井究所（HHCTI汀汀   

BOCTOI（OBeneHH5I），物）露文化史研究所（HHCTHTyT   

HCTOPHHMaTepHaJtI，HO孟I（yJtI，TypI，I），文学研究   

所（HHCTHTyTJIHTePaTyPI，I），言語と思考研究所   

（HHCTHTyT5I3I，IICHHMI，IⅢ刀eHH5I）など，おも   

に文科系の研究所が立」也していた（Ⅲ昭pe書．   

｝7白6i4fTa，EH，（（OtIepI£HHCTOPHI｛OpIlatⅢ耳3aq坪H   

HayⅢオBJIeIⅡ工日工pa茜e，17031977〉〉．JIeHIⅡⅡpa耳，   

“HayⅨa”1980r．c叩．146．）．  

（5）ⅢHCI，MOO．IO．ⅢMHETa3aMeCTHTeJIIO   

ⅢPeRCe邦1TeJt5ZCHI（CCCPA．H．I（ocI）IrHHyO   

HeO6ⅩOFtHMOCTH3BaI£yaItHHJI◎THHHX◎   

NQ1454cc．oT6Ⅰ｛ⅢJI5I1941Il．IIHTHPOBaHOBEE   

緬（cocT．），く（◎H3ⅠⅨ0－TeXHHtIeCIくⅠ戒ⅠⅢ汀myT   

BIlORI，IBeJIHI（0丘OTetIeCTBeHHO孟BO丘HI，Ⅰ〉〉．CIl：6．   

“HayIくa”2006・CC・183，184・  

（6）M．CCoMHHCI（H丘（3aMeCTHTeJII，nHpeICTOPa   

JIeHHHIlpa茜CI（OIlO◎H3Ⅰ｛I（0－TeXH肝【eCI£0It）   

HHCTHTyTaAI（a刀eMIIHHayRCCCP），“OTqeTO   

HaytHO－HCCJIeEOBaTeJthCI（0丘pa60TI，IIⅢCTmyTa   

3a1941r．”仏pxHB◎TI4◎．30Ⅲ．2几110／．刀2．  

（7）Thnq）OBH′却）．，yI（a3．COt｛．，CTp．5．  

（R）TaM米e，CTp．6．  

（9）TaM況e，CC．8－10．  

（10）Cbあ鱒HH，“OI（a3aHCI（OMIIePHOne  



市 川  二i6  

た本来の研究のほか，秘密研究として，近接機雷（磁  

気機雷，近接魚雷）から船舶をJ、■Jてる方法の例発にも  

取り組んでいた．閻戦直：前には，タリンに繋留｝の  

戦艦《マラット（MapaT）》を舞台に，自ら考案した  

消磁化装置の試作■■－．■．を試験する計両であった．戦7ト  

がはじまると，リガ跡こ大量の機寓が設吊されたた  

め，アレクサンドロフはバルト艦隊の戦闘航川こ参  

加せざるをえなくなった．彼の同僚ステパーノフ  

（H．「CTenaHOB）は黒海に送られ，セヴァストーポ  

リで消磁化法の指導に携わった．レニングラードの  

《ェレクトロシーラ》工場でこの消磁化装吊は40セ  

ット製造された．レーゲリ（B．RPereJlb）とフィリッ  

ポフ（几B．¢附H日日OB）はこの装置をもって北海艦隊  

に派遣された．アレクサンドロフらはタリンから，  

飛行機でセヴァストーポリへ送られ，同」也でイギリ  

スの消磁化委員会の協力をえて，イギリスの消磁化  

法を習得している．この段階で，クルチャートフも  

この分野に動員されることとなり，やはり飛行機で  

セヴァストーポリに送られている．北獅艦隊に派遣  

されたレーゲリらは，ムルマンスクを拠点に，ヴア  

レンツナ毎沿岸のポリヤルノエに無線消磁化ステーシ  

ョンを建設し，艦船の消磁化に取り組んだ．彼らは  

さらにアルハンゲリスクに転進し，そこでも消磁化  

ステーションを設けた．こうしたステーションは計  

7カ所設置された（言）．   

クルチャートフはこうしたアレクサンドロフ・グ  

ループの研究への協ノ」（7）ほか，1942年4ノ］1611以  

降は戦巾二の装甲を保護する新しいノノ法の開発をおこ  

なう部署（“装甲研究ギ’と呼ばれた）の上什に什じ  

られた．格了一状フェンダーで装Illを縫う方法はスタ  

ーリン賞の候補となった．そのクルチャートフは  

1942イト9月にモスクワに山偏し，1943隼3月からは  

完仝にモスクワに拠点を移した（（う）．   

所長ヨッフェは，1920年代から電波を利用した防  

空システムのアイディアをもっていたと言われてい  

る．1934イト1月16R，彼は広い範幽に呼びかけて，  

このアイディアを発展させる相談の揚を設けた．そ  

して，1935年3ノ］191Iには労農〃■」ミ軍防空管押部と  

協定を結ぶにいたった．戦闘機の速度が人幅に上与卜  

しているなかで次第に効率が悲くなっていた音波探  

知機や熱探知機による高射砲射角修正法にかわる方  

法が求められていたのである（7）．111ソ辿邦における  

レーダー開発はその後複雑な経過を辿ることになっ  

た（H）が この研究所においては戦時中ロジャンスキ  

ー（D．A．PoHaHCI血紅 コブザレフ（Ⅲ．占．Ko63aPeB）  

が担、11した．ロジャンスキーはその途中で亡くなっ  

ているが，コブザレフは，独白のレーダー装置を開  

発した．それはレニングラード近郊のトクソヴォに  

設持され，1944年6ノ1221Iの敵機火某日寺に戚ノ」を  

発挿した（‘j）．   

他に，フレンケリはカザンで『流休力学の」理論』  

を執筆した．また，ヨッフェは“パルチザンの飯倉”  

と称されることになる，半厚体熱素了一を利用した，  

効率的な野外用調理器具を発明した（両   

アルツイーモヴイチらは，本来，高速の電子のふ  

る蓋いを研究していたが，戦争がはじまると暗視装  

吊の例発に菓｝する（り．素了一Irl身が発する〃■」ミ外線に  

よって晴間でもものが見えるようにする氾竃変換素  

子に関する研究を組織したが，この研究室によって  

1942年には光の多段哨帖器が考案され，のちの光電  

蛸信管のモデルにつながっていった（－コ）   

ハルケヴィチ（A．A．XapKeBHq）のグループは，も  

ともと水中における芹のひろがりを研究していたが，  

戦争がはじまると，水中音響探査機の閻発・改良，  

さらには祝叩不要の発射機構の研究に取り組んだ（－：う）．   

この研究所では，1940イl珊（から，クルチャートフ  

が巾ノL、となって，サイクロトロンの建設がすすガ）ら  

れていた．《ポリシェヴィク》工場製のアームコ鋼を  

仕って，《ェレクトロシーラ》工場が製作した大型電  

磁石川100kV発電機をはじガ），払■．．■．の調達はスムー  

ズにすすみ，1941什6月1Rには真空タンクのテス  

ト虹行われた．6ノ］2011には『プラウダ』紙の記者  

から取材を受け，その記事は6ノ12211号に掲載され  

た．あとは竜磁石のノこ成を待つのみとなったが，開  

戦により建設事業の継続は不可能となった叫1945  

年1ノ］1911付国家防衛委員会布告により，サイクロ  

トロン建設の再開とその1946隼1月1Rまでの1■己  

成が新たにこの研究所と関連する諸機関に義務づけ  

られた．外国から設備や結婚計測器具を購人するた  

めに15，000ドル，ほかに鎚7，197g，金20g，プラ  

チナ250g，パラジウム25g，ダイヤモンド細片3  

カラット，l∵業川ダイヤモンド2カラットが政府か  

ら供㌧一されることとなった（15）．こうして国家事業に  

格上げされたサイクロトロン建設だが，予定を大帖   
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に超過し，1946隼8月21Rにようやく稼働しはじ  

めている（1（－）．  

1944年1ノ］271l，“レニングラード封鎖”は完仝  

に解除された．1944イト8月5目付政府決定で研究所  

のレニングラード帰還が決められ，9月末最初のグ  

ループがレニングラードに戻った． 糾先所の大半が  

帰還を果たすのは翌年2ノ1261Iのことである（17）．   

原爆開発計l両の開始にともない，この研究所から  

はクルチャートフをはじめ，多くの研究員が引き離  

され，モスクワに移っていった．1945年！）月131I  

付の報告によると，ヨッフェと彼がヰ江、る部付こお  

ける電流と熱にたいする半導イ本陣件の研究（整流器  

への利川，個休光電素子開発につながる研究），ルキ  

ルスキー（n鳳几y叩CⅢ通）らによる界面の研究，  

すなわち，強い電場において界面からの霞了一の分離  

がおこる場と条件に関する研究，コペコ（H．H．  

Ko6eKO）とアレクサンドロフらによる，多数の原子  

を結びつける分了▲のノ」（7）解明に関する研究（ポリマ  

ー物ノ許の研究，不凍性ゴムという実践的な成果をも  

たらした研究）の3件がこの研究所における代表的  

な研究であると紹介されている（1H）．  

（15）Il：（疋TaI40BJleⅢ王eIlOI〈ONQ7357cck）B．Ur19月Ⅱ王Bap月：   

1945r．“060ⅠくOHⅦaH劃肛＝コ1〕0劃nlリT♭CrBa   

IPUIPOHHO丘Ea60PaTOpIⅢⅠ叩H   

JIeHIⅢrpa月CI£（Md）Ⅰ噴Ⅰ侃0－TeX口腹FIeCK（抑止HICtTrIyte   

AI闇月eMH”ayI（CCCP．”／Apx王4B◎TH◎．：う0Ⅲ．2  

几1649／．m．79－83．  

（16）／黎月肯OB（cocT．），yI（a3．COtI．，CTp．177．  

（17）TaM3Re，CTP．26．  

（1R）“Ot｛epI（Opa60TaXyqeHI，IXHHCTHTyTaB   

JIa60paTOPH5IXJIeHHHIIPaECI（OFO¢H3HICO－   

TeXHHtIeCI（OIlOHHCTHTyTaAI（aEeMHHHayR   

CCCP．”／ApxⅡB◎TI4◎．30Ⅲ．2几144／．刀几1，2．  

Ⅳ．ラジウム研究所   

（Pa膚HeBI，IiiHHCTIITyTAHCCCP）  

地球化学の創始甘ヴエルナツキー（B．H．  

Bep比叫C山通：18601941）がながく指導し，lllソ辿邦  

における放射性元素旬「先の拠点となったこの研究所  

は，旧ソ連≠lミ最初期の核兵器開発において所長フロ  

ーピン（B．「XJlOn‖H：18併）1950）らがプルトニウ  

ム分離法の確立に大きく責献したことでも知られて  

いる．戦後，lllソ辿邦における核例発がさかんとな  

り，そのなかでのこの研究所の役割が増人すると，  

研究所は科学アカデミーから分離され，原子力担、■1  

官庁の附属研究施設となった．現在ではロシア辿邦  

規子ノ」庁の所管となっている．そのため，同研究所  

の資料は他の多くの核開発史関係の資料と同じく，  

公式の資料集に掲載されたもの以外は非公開となっ  

ている（1）．   

しかしながら，同研究所がまとめた記念＝版物や  

その疎開先のカザンl七l立人学に残された戦畔期の科  

ノ、〕J：アカデミーの＝版物や同研究所の文書館文書のコ  

ピーなどから，この畔期疎開先のカザンで彼らが行  

った研究の概略を知ることはできる．   

フローピンは開戦前夜の畔期，高純度金属ウラン  

の大量精錬法の研究，ウラン塩の酸化還元ポテンシ  

ャルの確定に関する研究，固形吸着剤へのウランの  

吸着に関する研究を進ガ）ていたが，これらの研究は，  

サイクロトロンやその他の研究設備をレニングラー  

ドに残してカザンに移転して以降は難しくなった（ご）．  

かわって， 「研究所の什事のかなりの部分は，工場や   

（1）拙著『冷戦と朴、〕′二技術』ミネルヴァ書房 2007   

イト，21，22ページ．  

（2）7b乃郷（娼∬′却）リyI£a3．COtI．，CC．20，21，26．  

（3）ぷぶ′∠在肌（cocT．），く（◎Ⅲ3Ⅰ｛RO－TeXHIⅢeCIくH丘   

HHCTHTyTBFOEI，IBeJIHICO丘OTetIeCTBeHHO丘   

BO丘HI，I〉〉．CIl：6．“HayI£a，”2OO6．cTp．175．  

（4）7b乃郷（娼∬′却）リyI£a3．COtI．，CTp．22．  

（5）CoMHHCI（H丘，“OTtIeT．．．3a1941Il．”yIくa3．仏pxHB   

◎TI4◎．30Ⅲ．2几110／．刀几26－28．  

（6）7b乃郷（娼∬′却）リyI£a3．COtI．，CTp．23．  

（7）／黎Jm（cocT．），yIくa3．COtI．，CC．16－20．  

（8）前掲拙著，262276ページ，参照のこと．  

（9）7b乃郷（娼∬′却）リyI£a3．COtI．，CTp．25．  

（10）TaM米e，CTp．26．  

（11）CoMI｛HCIくH丘，“OTqeT…3a1941r．”yIくa3．B   

ⅢpI｛MetIaHIⅢ（5），几10．  

（12）7b乃郷（娼∬′却）リyI£a3．COtI．，CTp．27．  

（13）CoMI｛HCIくH孟，“OTⅦeT…3a1941r．”yI£a3．B   

ⅢpI｛MetIaHI｛Ⅲ（5），几3．  

（14）／黎Jm（cocT．），yIくa3．COtI．，CC．170－172．  
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さまざまな企業への技術援助が占めている」い）状態  

が続いたものと考えられる．それでも，研究所はカ  

ザンで，従来どおりの核反応に関する研究，放射性  

元素のインディケーター（放射線トレーサー）とし  

ての応用の研究，地球表面における放身、什牛元素の化  

ノ、〕J二作用と崩壊系列の解明の3つの課題に取り組んだ．  

とくに，第3（7）課定則こ関係して，1944年，T宙線の  

作用下での変則的な核崩壊の一例として，分厚いエ  

マルジョン（感光剤）の層をもつ写真軋板上で，軋  

板中の釧と臭素の」Jjけ核が完仝に陽了▲と｝性了一に分  

解されたことを観察することに成功している．ほか  

に，怪い元素の同イ、■／二休を分離するたガ）の質量分析器  

の研究や放射什元素の地球化学的研究のためのカザ  

フスタンにおける討誹川文集などがすすめられた（1）．  

111ソ辿邦における帰了爆弾閻発計画の本格的な閻  

始とともにこの研究所は新しい課題を担うこととな  

った．194：川二半ば，フローピンは科学アカデミー副  

総裁ヨッフェ，国家防衛委員会の科ノ、〕旬u当仝権委員  

カフターノフ（C且Ka¢Ta比OB）にメモを送り，13節  

にわたって，まず干を着けるべきイ⊥車と彼がみなし  

たものを提起した．4月半ば，ラジウム研は中性子  

照射折みのウランからェッカ・レニウム（93番元素），  

エツカ・カ‾スミウム（94番元素）を分離する什事を  

まかされることとなった．しかし，カザンにおける  

実験干段不足からなかなか研究はすすまず，この課  

題の本格的追求は1944年夏，レニングラードヘの帰  

還が認められたあとになる．同年10ノ］，メシチェリ  

ヤコフ（M．「Me叫ep刃KOB）の指導でサイクロトロン  

は復興し，ウラン塩に中性子を照射する実験がつづ  

いた．1945年1ノ1，グレベンシチコヴァ （BJl  

ft）e6efll11艮bX）Ba）とグレーヴィチ（A．M．rypeBHLl）は沈  

法により，毎秒3：うインパルス分のプルトニウムを分  

離することに成功した．ただちに，ペトルジャック  

とヤクーニン（M．H．5h｛yHHH）は（上線の飛跡をもとめ，  

プルトニウムの放射線計による正作的研究に着手し  

た（言）．   

残念ながら，手元の資料ではこの研究所の疎関前  

の段階における規模などを知ることはできないが，  

1944件の段階では，総員94名，うち研究員が55名  

（うちアカデミー会員1名，通信会員3名，博士5  

ダ，，博lイ蛙補が25ダ．），実験技師が‖ダ，であった（†〕）．  

（1）このような公式贋料集としては，Ⅲ明06叫．pe甘   

J7／耳 肋，（＜ATOMHI，I丘IIPOeICT CCCP．   

noIくyMeHTI，IHMaTePHaJII，I〉〉，T．T，tIaCTHIH2，  

19：う8－1945IT．（MocIくBa，1998Ⅱ2002rr．）をあげる   

ことができる．また，l玉‖襟シンポジウムの報ハニ集  

（＜HcTOPH5I CoBeTCI（OIlO aTOMHOIlO ⅢpOeI（Ta．   

TpyⅡbIMe3RnyHaP昭HOIlOCHMrIO3HyMaBny6He  

14－1R Ma月：1996r．〉〉，T．1Ⅰ｛ 山 （MocIくBa，   

1997－1998IT．）もIl二史としての権威をもった記録   

である．  

＝l小・川りハ．・／．／／．l‥／・：・／／り川／・≠†：l‥／1／／・川／／．い．／二：／／．   

H伽月αヲ（瓢彦BH，“HcTOpH5ICO3只aHH月＝   

ITepBO孟BCCCPpa卿IOXHMImeCI£0丘TeXHOJIOrⅢH  

IIOJIytIeHH5IIuyTOHH5I・”B（＜TpynLIPanHeBOIlO  

IⅢ打myTa〉〉，T．XTTT，C－ⅢeTeP6ypIl，2007F．CTP．9．  

（3）“OTⅦeTOPa60TePa只HeBOIlOI｛HCTHTyTaAE   

CCCP3a1944Il．”／My3e丘I（Ily仏pxHB   

PaEHeBOrOHHCTHTyTa◎．10Ⅲ．1En．xp．103）／．   

、・11．  

（4）（（Ped）epaTI，IHay【Ⅲ0－HCCJIeFtOBaTeJtI，CI（HXPa60T   

3a1944Il．〉〉．M－JI．；H3打BO AH CCCP 1945Il．  

（My3e丘Ⅸry）cc．161－162．別質料から，アー・ペ   

ー・ジダーノフ（A．Ⅲ．プR凸aHOB），ドルスキス（Ⅸ．◎．   

npycI£HC）らが担、■1したことがわかる（“OTtleTO   

Pa60Te Pa卿IeBOIlO HHCTHTyTa AE CCCP 3a  

1943Il．IIO OTI（PI，ITOMyIIJIaHy”／My3e丘I（Ily   

仏pxHBPa凸HeBOIlOHHCTHTyTa◎．10II．1En．xp．   

97）／．刀1．）  

（5）A毎）aMOBalf′昭）．，yI£a3．CTaTI）5Z，CTp．11．  

（6）く（Pe¢epaTI，I… 3a1944Il．〉〉，yIくa3．CTp．162．  

Ⅴ．動物学研究所   

（300JIOrIItIeCI（HiiHHeTHTyTAHCCCP）  

開戦直後の1941隼8月1R現在，動物学研究所に  

は147名（定員は15：う名）の職員が在籍していた．  

このうち3才．が人民義勇動こ人隊していたため，実  

際に研究所で働いていたのは144ダ■であった．144  

名中，疎開を㌣正していたものは62名で，その家族  

69名をふくガ）ると1：う1名の人部隊となる．さらに同  

作家族の人数は94ダ．まで増える可能性があるとさ  

れていた．残り85ダ■の」l哉員はレニングラードへの残   
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記録や文献から，『ソ連邦の動物朴』，『チュコト半．島  

とウランゲリ島の動物相』といった著作を編集する  

什事を続けていた（（う）．   

戦7卜がはじまると，この研究所でも軍事目的の研  

究が人がかりに推進された．多くの研究員がレニン  

グラードにとどまっていた段階における主要な研究  

課題は，おそらく騎兵部隊のためのものであろうが，  

畜獣保護のためのダニとその動物和の研究とダニ防  

止策の傾討，ハエ，蚊，アブからの馬，および人型  

有角類の保護，そして，外傷の結果として発症する  

骨髄炎の治療に役立てるためのハエの幼虫（ウジ虫）  

の滅歯処理，倉庫に保管されている食糧の害虫から  

の防御，その他，ねずみ対策など衛生兵機関との和  

談，とされていた（7）．しかし，スターリナバードで  

は，‡呪地タジクスタン」踊l国の課定則こ応えるかたち  

で，ナ呪地の非潜水播種地で損害を与えていた毒かめ  

虫対策，タジクスタンのげっ歯目（はたねずみ，⊥  

く圭ねずみ，こうもり，もぐら，トルコねずみなど）  

の生物ノ、〕J二的研究・有苫性研究，吸血こうもり対策，  

蛇毒の分灘とそのlノ＼J容，特質，毒件の研究，有毒線  

虫類の研究などが実施された（パ）．  

留を希望していた．動物学研の場合，動物標本など，  

そのコレクションの移送が困難祝されるためでもあ  

った．この段階で疎閃光はまだ決去っておらず，研  

究所は「人学のある都l山，具休的にはサラトフ，タ  

シケント（科学アカデミー文部の動物学セクターが  

招服していた），アルマ＝アタ，サマルカンド，イル  

クーツク，ほかにべンザ，セミパラチンスク， パル  

ナウル，ミヌシンスク，クズィル＝オルダのいずれ  

かを希望していた（1）．   

大半をレニングラードに荏田することに ▲且は決  

した同研究所であるが，ドイツ軍による包岡網が築  

かれ，さらに川月17R，11月2R，11月14，15  

R，11月24Rと立て続けに空爆による被害を受け  

るようになると，研究所の総移転を望むようになる．  

ルイロフ（B．M．PもⅠ刀OB）をはじめとする研究員6ダ．  

は連名で，党州委員会書記ジダーノフら州，l佃〕幹  

部に苑てて巾山苦を1942イト1月12ロイ、Jで提山し，  

判明の疎l甘美施を訴えた（ご）．この願いは聞き人れら  

れ，2ノ］811付で疎側に許可が卜りたが，時すでに  

遅く，その段階までにルイロフその人をはじめ3名  

の研究員を飢餓と痛気で失っていた（‥i）．しかも，研  

究所合体をまとめて受け人れる疎閃光が決定したの  

は4月のことであった．疎閻先は先に掲げた研究所  

の希望とは違って，タジクスタン共和l七lのスターリ  

ナバード（1961隼，現在のドゥシアンベに改称）で  

あった．所長パヴロフスキー（E．H．na且10月C山通：  

18841965）が科ノ、〕Jニアカデミー・タジクスタン支部の  

指導部で析動していたことがこの決定の情景であっ  

た（1）．そのたガ），すでにフルンゼ両こ疎開していた5  

ダ，もスターリナバードに移動することとなった．6  

月 241Iには，受け人れ主体であった科J、〕′ニアカデミ  

ー・タジクスタン文部の指導部とおもだった研究所  

員との協議がおこなわれている．その言」金剥こよると，  

この段階でスターリナバードに移転する人員は23  

名，うち1：う名は順次スターリナバードに移りつつあ  

り，残りの10名は各地に点在していて，これから移  

軌を閻始するところであるが，レニングラードに残  

留している部隊とは辿紡がまったくとれなくなって  

いる，とのことであった（5）．結局，レニングラード  

には研究員4名が残留し（194：う隼1月川口現在：  

このころから封鎖が解除されるので，この数は最終  

的なものと考えられる），以前に収集した質料，調査  

（1）nHPeI（TOp3HHAHCCCP，aIくaEeMHI（3epHOB，   

“300JIOIl肝【eCI掴羞HHCTHTyTAI（a刀eMHI｛HaytC   

CCCPHa7aBIYCTa1941Il．”B（（Il：aITI（a   

aIくaneMHI（aC．A．3epHOBa〉〉．／Ⅲ◎APAH◎．55   

0Ⅲ．1N坦N坦40／．JL29．  

（2）只．6．H．B．M．PI，IJlOB，H．A．Py6IlOB，I（．6．H．n．   

BJIaIt）BeIqeHCI（H孟，A．OIIJIO6JtHH，n．TaJIHeB，C．   

CMHPHOB，“3a5IBJIeHHe”ceI（PeTapI，E）  

JIeHHHFpanCIくOrOO6ⅠくOMBI〈Il：（6）A．A．   

拭RaHOBy，A．A．I（y3HeIlOBy，Il：peRCeRaTeJtIO   

IlopHCⅢOJII（OMaT．ⅢoIIICOBy125IHBap5I1942Il．B  

（＜CIIHCIくHHⅢepeIIHCIくaIIO∂BaIくyaI岬H   

COTpy茜HI｛I（OB．1942，5ZHBapI）12HIOJII，15．   

21JtJl．（IIPyTtITaBJIeHIⅢIIPaRe）〉〉．／Il：◎APAH   

（丑．550Ⅲ．1N坦N坦13／．几1．  

（3）H．T．yxHH，“nOICJIa凸Ha5I3aIIHCIくaBⅢpe3耶HyM   

AI（a刀eMI｛HHayI£CCCP．（25aⅢpeJI5Z1942）．”TaM   

拭e，几9．  

（4）“BI，IIIHCICaH3ⅢpOTOIくOJIa3acenaHH5IBIOpO   

OTEeJIeHH5IBHOJIOIIHtIeCIくHXHayIくAI（aEeMHH   
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HayI£CCCPoT7－IlOaⅢPeJI5I1942It）Ra（IlOp．   

◎pyH3e）．”TaMHe，JI．7．  

（5）“Il：poTOIくOJIN坦1CoBMeCTHOIlOCOBeI旦aHH5I   

pyI£OBORCTBaTa月拭HI（CI£OIlOd）HJtHaJlaAH   

CCCPI｛IIPytTITI，IHayt｛HI）IXCOTPy只HHI（OB   

300JIOIIHtIeCI（OIlOHHCTHTyTa∂BaIくyHPOBaHHI，IX   

H3Il・JIeHHHIlpaEa・OT24・Ⅳ－42F・”TaM3Re，JI・8・  

（6）“yⅢOJIHOMOtIeHHI，I五月HPeI£I岬H3HH，IIpOd）．JI．   

A．Il：opTeHI£0，BJIAXy（JIeHI｛HIIPaFtCI（Oe   

aI（aEeMHICO－Ⅹ035I丘cTBeHHOeyTIpaBJIeHHe）AH   

CCCP，OTlO．T．43．”Bく（PacIIOP5I3ReHH5IIIO   

yqpe3RJleHI｛5ZMAHCCCPBJIeHI｛HIlpa只e．   

5IHBapI）3月eI（a6pI）23，1943Il．〉〉．／Il：◎APAH   

◎．550Ⅲ．1N9N91／．JL43．  

（7）“CIⅢCOIくCOTPy書HIⅨOB300JIOIⅦIeCI（0IlO   

IⅡⅠ叩aI｛耳p耶ⅨHayti工II）IXytlpe和eHⅢⅠ，   

BXOR叩ⅠⅩBCOCTaB6pHIlaFtOTqeJtOB   

3HTOMOJIOIⅦiHⅢapa3HTOJIOr【Ⅲ，pa60TaE）   

Ⅲ0060POIHO丘TeMaTIⅨe・”Bく（ⅢepeIIHCIくaC   

Il：pe3岬IyMOM，BOeHI払IMH，CHa63RaIOI工甲M   

只pyIlm4HOPIlatⅢ耳3aPOpa3Pa60TI（eTeM，  

Ⅰ皿4eE）Ⅱ坪Ⅸ060POIHOe3HatIeHHe，HCHa63ReHIⅢ   

HHCTmyTaMaTePHaJIaMHⅣⅠ5IⅢPOBOmI，IX   

pa60T．HOJII，3O書eI（a6pI）8．1941Il．〉〉．／口◎A   

I｝AH（p．550Ⅲ．1N9N919／．JL口．7－11．  

（8）“TeMaTHtIeCIくH丘ⅢJIaHPa60TI，I300JIOIIHtIeCI（OIlO   

HHCTHTyTaAICaEeMHHHayRCCCPB  

り  Ta只3RHI（HCTaHeHa1942IlO茜．B（（TeMaTImeCI（H丘  

ⅢJtaH，CMeTI｝IpaCXO茜OBI｛IⅡTaTHI｝IepaCITHCaHI｛5Z   

Ha1942Il．CⅢHCIくHJIHtIHOrOCOCTaBa．1942   

aIIPeJII，－neI（a6pI，．〉〉．／Il：◎APAH◎．550II．1   

N9N920／．JLl．  

ももっとも1十い研究機関のひとつであった．所長オ  

ルベリは，9月1611のIl付をもつ市幹部宛の書簡で，  

当該研究所，および，lrl身が所長を兼務していた保  

健人民委員部イー・ペー・バグロフ名称高次神経活  

動進化生理学・病理学研究所（HHCTH町T  

∂BaJIDItHOHHO丘 ¢H3HOJIOFHH H ⅢaTOJIOIIHH  

BI，ICⅢe丘HepBHO抜刀e5ITeJII，HOCTH HM．AI（aE．H．Il：．  

ⅢaBJTOBa）が以前から決ぜ）られていた疎開のた捌こ  

析動を休止しており，パグロヴォ（地名）にある研  

究所施設にドイツ軍が近づいている現状で，ただち  

に両研究所のレニングラードからの退避が必要であ  

る，と早期の疎開実施を要請している（り．生理学研  

究所からは研究員・技術職員55名とその家族76名  

の計131ダ．（うち，10ダ，が教授および博l二，16ダ，が  

博lイ蛙補，H才．が研究員，14ダ．が実験技師，7ダ，が  

管理・経営要員，5名が動員された所員の家族）が，  

保健人民委員部の研究所からは4：う名の研究員・技術  

職員と家族58ダ．（うち，5ダ，が教授および博l二，10  

ダ，が博lイ蛙補，18ダ．が研究員，7ダ，が実験技師，7  

名が管理・経営要員）が疎開する途上にあった．こ  

の段階でレニン グラードにはまだ牛√哩学研の研究  

員・技術職員の41ダ，が残留し，そこで什事を続けて  

いた（2） ．疎l加島 しかし，計画通りには進まなかっ  

たらしい．1942イト4月の段階で疎開先カザンに到着  

したものは：うR名，カザンに向かって移動中のもの  

20ダ，， 一時的に他の郡市に居留しているもの6ダ，，  

そしてレニングラードに残留しているものは28ダ■  

であった（：う）．  

、■1帖，オルベリは，科学アカデミーの副総裁とし  

て，生物ノ、揮l；合体に古住をもっており十研究所の機  

微にいたる指導ができる条件はなかった．そのため，  

新たに所長職務代行（HcrTOJIH5nt）11Mfio65T3aHHOCTH  

山hPelぐrOPa）にサディコフ（B．C．Ca脚B），所長職務  

副代行（3aMeCTHTeJIE，HCnOJIH5nt）11IeI℃ 065T3aHHOCTH  

月叩eKTOpa）にショーシン（A瓜uo1月‖H）が什命さ  

れた（1） 

ソヴィェト権ノノを嫌悪していたパヴロフ（言）の遺風  

か，1939年，1940年という戦争前夜の段階でも，生  

√哩学研は軍事研究を実施してはいない．しかし，カ  

ザンに移ると，l七「防人民委員弧 海軍人民委員部の  

要請による研究を引き受けるようになる．こうした  

課題のうち，もっとも重要なのは，高圧，低圧の人   

Ⅵ．生理学研究所   

（¢H3HOJlOrHqeCKH品川HCTH叩THM．H．H．  

HaⅣIOBaAHCCCP）   

ロシア初のノー／ヾル賞受賞者パヴロフ（H．Ⅲ．  

ⅢaBJIOB：1R4919：媚．19（牲 ノーベル医学・牛」理学  

賞受賞）によって，1889咋に開設されたこの研究所  
r  

（ただし，1925 隼までは 斗∴哩学研究所  

◎H3HOJIOIIHtIeCIくa5IJIa60paTOPH兄）はrlrソ辿邦で  
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間の牛」理学的機能変化，とくに人脳皮質の活動変化  

にたいする影響の解明，軍事行動明特殊な発作の影  

響で病理J、r白勺に変化した身体器官の正常な機能回復  

のたガ）の効果的なノノ法の解明に関する研究であった  

“〕）．具体的に言えば，航空医学上人きな意味をもつ，  

身体組織の酸素欠乏状態への馴化に関する理論的研  

究（ギネッインスキー也．rr川見ell上山C山道，パルバ  

ショヴァっ．H．6ap6aueBaら），航空機乗組員の疲  

ガ防止剤としてのフエナミン摂取の研究，頭骨や脳  

にいたる傷を負った場合の両耳の聴覚に関する研究  

（ゲルシューニrB．托puyⅢ「ら），毒性のある水  

腫の㌣防に関する研究（トンキフA．B．1もHKHX  

ら），脳腫瘍の発症条件とその治療法に関する研究  

（カソレベリ，ミヘリソン」1JIM艮Xe」1bCO上1，モイ  

セーエフ」三．A．Mo上1CeeBら），肺炎のメカニズム研  

究（トンキフ，モイセーエフ）がすすガ）られた（7）．   

上、J儲下のレニングラードからの研究員の脱山は続  

き，1943年の前半期になると，レニングラードに残  

留している所員は16利こ圭で減った．そのうち，糾  

究員は3名で，多くが研究所の建物や施設，資産を  

管理する要員となっていた．3名の研究員は，レニ  

ングラードに残された実験動物，人16頭，ウサギ  

20羽，あるいは文献を利用して同地で研究を続けた．  

とくに，パヴロフの薫陶を直接受け，彼とともに研  

究に従事して，最後のその同僚となったペトロヴァ  

（A．K．nerlT）OBa）女史は人10頭を！）～15年間という  

長期にわたって観察し，その高次神経活劇を調査す  

るというパヴロフ帖代からの継続課題に取り組む（H）  

ほか，飢餓，砲撃，爆撃が神経症の発生と経過にあ  

たえる影響や老化‡呪象に関する研究に触り組んだ．  

ドイツ軍による空爆があっても十研究を諦めようと  

しないその不撞木属の姿勢は新聞『イズヴエステイ  

ア助ec犯す＝』の取り 卜げるところとなった  

（1941年10ノ］311号）．彼女はインタヴューに「イ  

ヴァン・ペトローヴイチ（パヴロフのこと）はいつ  

も教え子に言っていました．『いつでも科学者は危険  

を恐れていてはいけない』と…」と答えている（～り．   

なお，戦後の1946年，同研究所はIl」二編され，フラ  

ンク（「M．¢paHK：、■1帖科学アカデミー通信会員）  

を艮とする生物物√哩学研究室，エンゲリガルト  

（B．A．3山1e」1blⅥpll：当時，科ノ、〕Jニアカデミー通信会員）  

を長とする動物細胞生物化、用l二光室が設吊され，研   

究員67名，所員総数147名という規模にまで拡張さ  

れた（1川 

（1）JI．A．Op6eJIH，“Il：peFtCe邦1TeJIIOJIeHCOBeTa，   

tLTIeHyI（oMHTeTaO60pOHI）IIl．JIeHI｛HIlpa只a，   

TOB．Ⅲ0ⅢICOByⅢ．C．，16ceHT5I6p5I．”B（＜CIIHCIくH，   

IIePeⅢHCI（aⅢ0∂BaI（yaIIHHCOTPyEHHICOB，HX   

ceMe丘HHay【ⅢI，IXMaTePHaJlOB（BT．t｛．CITHCOI£   

COTPy茜HI｛I（OBHa5月eI（．1941Il．，OCTaIOⅡ聾ⅠⅩC月：B  

JIeHHHFPane，CnaTaMHIIOCTyI”eHH5I）．20aBF．   

－5書eIく．1941r．〉〉．／Ⅲ◎APAH◎．1530Ⅲ．1N9N913／．   

刀．40．  

（2）JI．A．Op6eJIH，“Il：JIaH3BaI£yaI岬H   

◎H3HOJIOIIHtIeCI（OIlOHHCTHTyTaHM．AICan．H．Ⅲ．   

Il：aBJIOBaAI（aneMHHHayIくCCCPHHHCTHTyTa   

3BaJTⅢ叩iOHHO鋸匝3HOJTOrにHI｛ⅢaTOJTOrにH   

BI）ICⅢe丘HepBHO立刀e月：TeJII，HOCTHHM．AI（a只．H．  

Il：．Il：aBJIOBaHI（3EpaBaCCCP．”TaM3Re，JI．132．  

（3）“pacIIPeneJIeHHeCOTPy凸HHICOB   

◎H3Ⅰ｛OJtOImeCI（OIlOHHCTHTyTaHM．AI（a只．H．Il：．   

Il：aBJtOBaAHCCCPHtIJleHOBHXCeMe孟Ha14   

aIIpeJI5I1942F・”TaM3Re，JIJI・200－203・  

（4）JI．A．Op6eJIH，“ⅢJIaH∂BaI（yaI岬H．．．”，yIくa3．B   

ⅢpHMetIaHHH（2），几1：う2．  

（5）この点に関しては，松野豊「［資料紹介］バグロ   

フの社会的・政治的信条パヴロフモロトフ往   

復苦節から」（関西唯物論研究会『唯物論と‡呪   

代』N（）．342004．12pp．8599）参照のこと．  

（6）JI．A．Op6eJIH，“BI£OMHTeTBI，ICⅢe孟II拭OJII，I．12   

HDJI5I1941Il．”ByI（a3．／Ⅲ◎APAH◎．1530II．1  

N坦N坦13／．JL141．  

（7）KA．．取HTe，｛（OtIePI＝ICTOPIIHHHCTHTyTa   

¢H3HOJIOIlIⅢHMeHHH．Il：．Il：aBJIOBa－I（   

100一刀eT劃旺0ⅢepBO丘◎Ⅲ3IiOJIOrIⅢeCIく0丘  

Jla60paTOPI｛HAI（a茜eMHHHayIO〉．JIeHHHIIPa且   

“Haytca”JIO1968．cTp．36．  

（8）“OTtIeT◎H3HOJIOFHtIeCIくOrOIⅢ打HTyTaHM．H．Ⅲ．   

Il：aBJIOBaAI（aEeMHHHayRCCCP3aIIePBOe  

ITOJtyIt）卿Ie1943Il．BJIeHHHIlpa只e．”B（（OTⅦeT   

HHCTHTyTa3al－OeITOJtyIt）茜He194：うIl．B   

JIeHHHFpane；ⅩaPaICTepHCTHICaCOTPyEHHICOB．   

CIIHCIくHHaytIHOIlOHHBeHTaP5I，   
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あった．そのため，この研究所では10名を超える死  

者が＝ている（‥i）∴研究所がふたたびレニングラード  

に帰還し，そこで活動を十仝にIl」二例するのは1944年  

半ばのことであった（1）．   

この研究所は戦7ト開始とともに研究課題を弔事目  

的のそれに急速に切り枠えている．国立光ノ、〕瑚l二光所  

（fbcyLlaPCTBeHflt，1iiollTHLieCKはii艮HCⅢ1yll）の要請で，  

柿物学研究所が中央アジア産のねずの樹から採取し  

た液浸什の仙脂はツァイス社製の光学レンズの接触  

面に仙われる油剤の代枠品となるものであった．み  

ちやなぎ属のPolygonしImbistorta，野生のこうりょう  

きょうの1種Potentilla tormentillaからテレビン仙を  

採取することに成功した．もう仙イトも忘れられてい  

た課題であったが，水苔から膠結材料をえて包帯に  

利用することに成功し，わずかな相聞で何十という  

レニングラードの痛院で析川されるにいたった（5）．  

こうした戦帖の物資欠乏に山来する代替■■－■■．開発に関  

辿した課題のほか，より仏く国防口的に他物質鋸を  

軌員する ▲辿の研究もすすめられていた．ソ辿邦仝  

⊥を対象とした柿物和の研究，薬川桁物の発見，柿  

物からのビタミン剤，防虫剤，アルカロイド，染料  

（とくにカーキ色染料の代枠品）の抽＝，植物から  

の異常樹脂分泌病の研究，れヴォルガ，ウラル周i払  

出シベリア，カザフスタン，中央アジアの詳細な柿  

牛研究，ソ連≠lミヨーロッパ部のタイガ地帯における  

牧場とその草二刈り場の腹詫 カザフスタン，中央ア  

ジアの都市緑化などが課題となった捕）．  

1944イトに疎開紳がレニングラードに帰還すると，  

戦7トで中断していたこの研究所本来の上要課題であ  

るダーウィニズム研究，すなわち，植物分斐針〕圭トの  

Iズニ分単位相互「札 およびそれぞれの植物種相互冊の  

起源を同じくする関係を，最新の進化系統分類法を  

応用して明らかにする理論研究がIl」二倒された．また，  

清瀬な暑二什『ソ連≠lミの柿物朴』の編集作業が再開さ  

れ，1944イl叶に第12巻が山版され，第1：う巻が印川  

に向けて準備されることとなった．胞子柿物類の目  

録作成がすすみ，極東，中部ウラル，ヴォルガ中流  

域の植生に関する研究が大規模に実施された．さら  

に，レニングラード，エストニア，ラトヴイア，リ  

トアニア，およびフィンランドの沼沢地の自然的・  

技術的特性を明らかにした地図が編集された．植物  

性損料から電動機やレコード月割こ恍われるプラステ   

ⅢPe茜Ha3Hat｛eHHOIlOI（3BaI（yaItHH．14aITP．24   

書eIく．1943r．〉〉．／Ⅲ◎APAH◎．1530Ⅲ．1N9N91／．几2．  

（9）ノ払肌，yIくa3．COtI．，CC．36，37．：そのl自二後，1941年   

11月には航空爆弾の直撃を受け，研究所は人き   

な被害を山している（“06rb5ZCHHTeJII，Ha月：   

3aIIHCIくa：Il：pHJIOHeHHe NQ2I（aICTy．K aICTy   

◎H3HOJIOIIHtIeCIく0IlOHI｛CTHTyTaIⅨ．AICan．H．Ⅲ．   

Il：aBJIOBa AI（a月eMⅢ王 HayI£ CCCP o   

pa3PyⅢeHH月：Ⅹ H y6Ⅰ）ITI£aX，ⅢPImHHeHHI，IX   

¢aⅢHCTCI（HMHBapBaPaMHBF．JIeHHHIIPane3a   

BpeM5IOTl－Ⅶ1943F．”B＜AI（TI，I，IIePetIeHI，，   

ⅢePeⅢHCI（aO6ylqep6ax，ITpI｛HeCeHHI，IXBO孟HO丘   

HHCTHTyTy．Ma孟－HIOJII，194：うd）eBP．1944Il．〉〉．  

／Ⅲ◎APAH◎．1530Ⅲ．1N坦N坦7／．几7．）．  

（10）．脇肌，yIくa3．COtI．，CTp．37．   

Ⅶ．植物学研究所   

（60TaHIIⅦeCIくHiiIⅢCTHTyr HM．B．几   

ⅨoMapOBaA比CCCP）  

おそらく1941什9月頃のものであると考えられ  

る質料によれば，当時レニングラードにいた研究員  

は24ダ，（うち教授4ダ．，生物J、〕′二博l二4ダ．，生物J、〕′二博  

士候補8名，化学博士候補1名，上級研究員3名，  

初級研究員1名，電気技師1名，“特殊部門”  

CⅢeI甲aCTも：具体的な内容は不詳千任1ダ，）であ  

った（り．科J、〕′ニアカデミー総裁としてそもそもモスク  

ワにいることが多かった所長コマロフらはすでにこ  

の段階でレニングラードをムり，疎開先に山発して  

いたが，そうした研究員の数はそれほど多くはなく，  

この段階で多くの研究員がまだレニングラードにと  

どまっていたものと考えられる．この研究所は柿物  

固を併設しており，その」l哉員を加えた所員総数は大  

きくなる．おそらく1942什5月頃のものと考えられ  

る資料によれば，その段階で在レニングラード所員  

総数は93名であった．そのうち18名のカザンへの  

疎例が決まっていた．18ダ．の内訳は，研究室十任4  

ダ，，教授5ダ．，卜級糾先員5ダ．仁初級研究員1ダ．，  

その他実験技師などが7名であり，仕倒的に仲卸が  

⊥休で，柿物園職員などはそのまま包幽下のレニン  

グラードにとどめ吊かれることになっていた（ご）．っ  

去り，この研究所で疎朋できたものはむしろ少数で  
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ⅢpHMetIaHHH（4），几27．  

Ⅷ．天文学研究所   

hcTPOHOMHtIeCKHiiHIICTHTyllAHCCCP）   

1941年10月111現在の定員表によると，この研  

究所には35ダ，の研究員，5ダ，の大ノ、〕J二Iiン■こ生がん糾して  

いた（り ．ほぼ5ケ月後，所長職務代行ジョンゴロヴ  

イチ（H几）払HrO刀OB‖q）の1942隼3月12目付報≠  

によれば，研究員，lち■こ生の多くがレニングラードに  

とど去っていた．この段階ですでに！）ダ■が亡くなっ  

ており，11名が疎開することに決まっていたので，  

レニングラードでイ⊥車をしていたのは20名にまで  

減っていた（2）．重ノ」計セクターの研究員は散り散り  

になり，別他にあったのであろうか，天文物珊、〕Jニセ  

クターと研究所本体との連絡は混乱のなかで途切れ，  

同セクターの動向は把握できなくなった（‥i）．1942イト  

6月11I現在では，研究員は26名（研究所に21名，  

天文否に5ダ，）で，カザンに疎例したものは4ダ，と  

されている（1）．   

研究所の仕事は，事実上，恒例の『天文隼金監』作  

成にしぼられていった．1942年をとおして，天体位  

吊推算暦を割り＝す，膨大な計算作業が屈閻された．  

レニングラードにとどまったジョンゴロヴイチらは，  

カザンに疎開したイデリソン（H．H．日月e刀bCOH）らと  

辿終をとりあいつつ，1943年版『天文年鑑（基本舶）』  

をレニングラードで刊行し，引き続き1944年版のた  

ガ）の計算作業に着手した．1943隼版『航海用天文咋  

斜監』が什成され，海軍人民委員部海凶総管理部に引  

き渡された．1943年版『航空用天文年鑑』編成作業  

は報告の段階では到達度50％）とやや遅れていた（5）が，  

その後の急速なイ⊥車ぶりにたいして，レニングラー  

ド戦線航空管理部航空仁課は研究所に感謝状を贈っ  

た（（う）．しかし，せっかく州仮された『天文年鑑』も，  

レニングラード上、J俄による交通遮断のたガ），その部  

数の人多数がレニングラードにとどまる結兄となっ  

た（7）．そのため，大物珊、〕′二者で，科ノ、〕Jニアカデミー副  

総裁のヨッフェが，おそらくレニングラードにあっ  

た白身の研究所に間道を迫って立ち寄った際に見本  

を入干し，手ずからそれをカザンに運んだというエ  

ピソー ドも伝えられている（パ）．1944年版『天文年鑑』  

はカザンで準備されることになり，1943年6ノ］71I   

イツク樹脂の代川■■－■■．をえるノノ法が開発された．そし  

て，レニングラードで続けられた研究から，紫ジギ  

タリスから心臓疾出の治療薬がえられること，シベ  

リアのもみからビタミンCがえられることが明らか  

となった（7）．  

（1）“cIIHCOIくytIeHI，IXHPyⅨOBOE5IⅢHX   

BoTaH肝【eCI£0It）HHCTHTyTaAHCCCP，   

Ⅲ0卯Te拭aⅢHX3BaI（yaItHHI｛3Il．JIeHI｛HIIPa只aHa   

MeCTOPa60TI，I．”Bく（CⅢHCI（HJII壬tⅢOIlOCOCTaBa  

JIeHHHIlpaECI（0丘IlpyIIIII，IBHH（BT．tI．yMepⅢHX   

cIceHT月＝6p月＝IIOMaii1942It）邦1）．1942Il．〉〉．／Il：◎A   

PAH（p．2740Ⅲ．1N9N97／．JL2．  

（2）“cIIHCOIくJIeHHHFpaECI（0丘FPyIIⅢI，IB   

BoTaHHtIeCIくOFOHHCTHTyTaHM．B．JI．KoMaPOBa   

AHCCCP．”TaM拭e，JtJt．21－24．  

（3）“cIIHCOI£COTpy卯IH式OBBoTaHHtIeCI（OIlO   

HHCTHTyTaHM．B．JI．I（oMapOBaAHCCCP，   

yMePⅢHX3aBPeM5ICIceHT5I6p5IIIOIMa5I  

1942．”TaM拭e，几12．  

（4）“06－）5ICHHTeJII，Ha月＝3aIIHCI（aROTⅦeTyIIO   

HaytIHO－HCCJIeEOBaTeJII，CIく0丘pa60Te   

BoTaHHtIeCI（OFOHHCTHTyTaHMeHHaI（an．B．JI．  

り  I（oMaPOBa3a1944It）R．B｛（OTtleTITOHayt｛HO－   

HCCJteROBaTeJII，CI£0丘pa60TeBoTaH肝【eCI£OIlO   

HHCTHTyTa3a1944F．CO6T，5ICHHTeJII，HO丘   

3aⅢHCI（0丘ICHeMy．1944F．〉〉．／Il：◎APAH◎．274   

0Ⅲ．1N9N94／．JL27．  

（5）FtOI（yTOPaHTCoI£OJIOB，B．C．（3aMeCTHTeJII，   

只HpeI（TOpaⅢOHayt｛HO孟tIaCTHHCeI（PeTapI）   

ⅢapT6E）POHHCTHTyTa），I（．6．H．I（JIOⅢOTOB，B．H．  

（ytIeI迅IficeI（PeTapI，I（0ⅦICCIⅢⅢOBHeⅢ）eHHD），   

“BCoBeTO60pOHI，ICCCP．”Bく（TeMaTHtIeCIくH丘   

ⅢJIaHpa60TBHHHa1942IlOn．3aIIHCIくHH   

ⅢePeITHCI（aⅢ0060POHHI）IMpa60TaM．   

1942r．〉〉ノⅢ◎AI）AH◎．2740Ⅲ．1N9N92／．几札2，3．  

（6）I（．6．H．B．C．CoI（OJIOB（H．0．nHpeI汀OPa），I（．6．H．E．  

Il．Ⅲ06enHMOBa（ytIeHI，I丘ceIくpeTaPI，），   

“OcHOBHI，IeyCTaHOBI£HⅢJtaHaBoTaH肝【eCI£0It）   

HHCTHTyTaIm．B．JI．I（oMapOBaAI（a只eMHH   

HayRCCCPHa1942IY）E．”TaMHe，JIJI．67－71．  

（7）“06T，5ICHHTeJII，Ha5I3aIIHCICa…．”yI（a3．B  
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イ、J‘の書簡では，すでに準備が整えられていたようで  

ある（～り．なお，1944年中には，研究所は理論天文、〕′二  

研究所（HTCTHTyT TeOPeThLleCl∝道L aCrlPOf10Ml艮AH  

CCCP）と改称されている（川）  

3－1－194：う：う0－Ⅹ山一44．〉〉．／Il（pAPAH（p．3340Ⅲ．1  

N坦N坦4／．JL29．  

（9）TaM況e，几29．  

（10）改称の事実は参謀本部弔事地勢価査管√哩部の研   

究所宛1944隼8月19ロイ、J‘書簡（IleHePaJnI払Ifi   

InTa6，BoeIHO－ToⅢOIPa¢HtIeCCI（OeyIIPaBJIeHHe，   

／hlH≠＝・l・、Il川・＝l、lご1い1・巨‖l・l＝…l川・ll‥川・、l川l   

19aBryCT1944r．TaM米e，几140 によって確認  

できる．  

（1）AcTPOHOMHtIeCICHfiHHCTHTyTAI（aEeMHHHayR   

CCCP，BHIle－ⅢPe3H月eHTyAI（aEeMHHHayR   

CCCP，aI（a茜eMI｛I（yOmIOJtI，eBHt｛yIHMH月Ty．   

19d）eBPaJt5Z1942Il．B（（Il：epeITHCI£aI〈a3aHCI（0孟  

IIPyIIIII，IHH－TaⅢOBI，IIIOJIHeHHIOHaytIHOFO   

ⅢJIaHa（oTtIeTa，paCⅢOP5I3ReHH5IHT．II．）．12－TT－   

11－Ⅹ山．〉〉ノⅢ◎AI）AH（p．3340Ⅲ．1N9N95／．JL2．  

（2）H．拭oHIt）JlOB肝【（H．0．nHPeI（TOpaAHAH   

CCCP，ⅢpO¢eccop），3aM．AICaEeMHICa－   

CeI（PeTap5IO◎MH，tIJIeHy－I（OPPeCIIOHEeHTy   

AH，B．M．ByJt12MaPTa42．B｛（Il：epeⅢHCI（a   

COTpy只HHHOBHH－Ta，HaXOFt5IIqHXC月：B   

∂BaIくya叩【H，BI〈a3aHI，，Ka3aXCTaHeCJIeHHHFp．   

IIpyIIIIO丘HH－TaⅢOpa3Pa60TI（eHaytIHI，IX   

ⅢpO6JIeM．26－Ⅷ－1941：う1－Ⅹ山一1942〉〉ノⅢ◎A   

PAH（p．3340Ⅲ．1N9N9H）／．JL129．  

（3）AcTPOHOMHtIeCI（HiiHHCTHTyT…，BHIle－   

Ⅲpe3H月eHTyAICaneMIⅢHayIくCCCP，…yI（a3．B   

ⅢpHMetIaHIIH（1），JI．2．  

（4）“06－）5ICHHTeJII，Ha月＝3aIIHCI£aI£OmeTyOpa60Te   

COTPynHHI（OBAcTPOHOMHtIeCIくOFOHHCTHTyTa   

AHCCCP，HaXOn5IIqIⅨC5IBJIeHHHIIPaEe3a   

BPeM月＝Cl－lIIOl－Vl1942Il．”ByI£a3．／Il：◎A   

PAH（p．3340Ⅲ．1N9N95／．JL66．  

（5）“Il：JIaHPa60TAcTPOHOMHtIeCI（OIlOHHCTHTyTa   

AI（aEeMHHHayRCCCPHa1942Il．”TaMHe，JI．   

12．  

（6）HapoEHI，I丘I（OMHCCaPHaTO60pOHI，ICoE）3aCCP，   

yⅢpaBJIeHHeBoeHHO－Bo3nyⅢHI，IXC   

JIeHHHIlpa茜CI（OIlOd）pOHTa，OTFeJI  

IHTyPMaHCI（H丘，“CⅢpaBI£a，20aBIYCT1942Il．   

N92008－42．”TaMHe，几137．  

（7）“06T，5ICHHTeJII，Ha5I3aIIHCIくa．．．yI（a3．B   

ⅢpHMetIaHIIH（4）”TaM3Re，Jl．94IO  

（R）A．M．rもⅠ拭H叩0孟（BI〈a3aHH），H．几   

旛CoHIlOJIOBHtIy，7劃旺OH5I1943F．B（＜Il：epeⅢHCI（aC  

I（a3aHCIく0丘IlpyIIIIO丘HH－TaⅢOPa60TeHH－Ta．  

Ⅸ．有機化学研究所   

（MIICTHIYT OPraHHt］eCI｛OiixHM日日AH   

CCCP）   

「「  有機化J、H折究所は，1934年，レニングラードに  
）  

あった有機合成新鹿扁（Jla60ParOPflEOPraH肌eCKOlt）  
ノ」ノト  

cHHTe3a）と高庄研究所（Jla6opaTOp朋 BblCOKHX  

山a且1eⅢ通）の燃料部（0・Ⅲe」1rllOlUl14Ba），金属化合部  

（Or171eJIMelm100PraHHLleCbCLIXCOe4艮HeⅢ通）が統合さ  

れ，ただちにモスクワに移転することで成立した．  

19：う8隼にはモスクワにあった動柿物件物質合成  
r  

研究所（Jla6opaTOPH5T CHHTe3a paCTHTe∬bH♭IX H  

北山BOrll鮎1XBel」eCTB）を吸収し，lllソ辿邦科ノ、〕Jニアカデ  

ミーでも屈指の人型研究機関となった（り．開戦直前，  

同研究所の常勤職員は213名，その他に契約に基づ  

いて ▲定期「札 他の諸機関から受け人れた契約職員  

が65ダ，いた．内訳は，定員内研究員が114ダ．（ほか  

に契約研究員21名），技術系職員（おそらく，実験  

技師などを意味するものと考えられる）41名（ほか  

に契約による技術系」l哉員30ダ．），生産」l哉員（おそら  

く，研究機器製造工場職員のことであろうと考えら  

れる）1小名（ほかに契約によるもの14名），管」埋・  

経営要員20ダ，，サービス要員24ダ．であった．この  

うち，研究員100名，技術系職員26名，管」埋・経営  

要員11名，サービス要員11名の計148名がカザン  

への疎開を許された．疎開にあたっては，すべての  

契約によって受け人れた職員はこの研究所から退去  

させられた．ゼリンスキー （且几3e」1艮HCK山岳：  

1961195：う）と初代所長ファヴォルスキー （A．E．  

伽BOpCm摘：18601945），2人のアカデミー会員は  

別地ボロヴォェ（他者ト カザフスタンにある）にい  

て仁研究所本体との辿絡は途切れてしまった（コ） ．ま   
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た，最終的にモスクワには2研究室が残留したい）．  

他に，20ダ．が水軍に人隊し，！）ダ．が人民義勇動こ志  

願した．カザンに移ったあとも，1才，が志月帆1ダ，  

が動員により前線に送られた．また，女子4名が赤  

軍にノよ願している（1）．   

カザンで㌧一えられた両横は1，630m2で，モスクワ  

の研究所の3，420m2（7）半分であった．カザン国立大  

学の化学株のうち，1オーデイトリウム，4教室を  

のぞいた部分，さらにカザン化学技術専門学校の20  

部局が㌧一えられた（言）．カザン国立大J、〕′二の化ノ、〕J二仙は当  

地の偉大な化ノ、〕J二者ブトレーロフ（A．M．占yrl」1epOB：  

18281886）の名前をとってブトレーロフ棟と呼ばれ  

ていた．この建物には平屋建ての傍屋があった．以  

前はカザン国立大ノ、〕J二の匪、揮l；が巾生類実験の準備に  

仕っていた，肌悸，“カエル小尾”と通称されたこの  

恍屋も有機化学研が使川した（（う）．  

1920イl状，30イl状における高分子化学の急速な展  

朋という世界史的な‡呪象はこの研究所にも八適して  

いた．閻戦前，1940年におけるおもな研究標題は，  

〔Dプチレンからブタジエン（ジビニール）を入手す  

るノノ法，（彗エチルベンゾールからスチロールを入干  

する方法，③ブタンをプチレンに変える方法，毎〕ビ  

ール・エーテル生産のための試作装吊例発，⑤ビ  

ニールアセチレン樹脂の光学l∵業への応几し建築業，  

航空機l二業への試験的応用，（疎アントラキノン石  

炭酸の合成，⑦ ▲辿の生珊、〕′二的活性物ノ庁（パラツェ  

チン，ルビカイン麻牌剤，家畜のビロブラズマ症治  

療薬の試薬など）の合成，（郵一連の炭化水素の合成  

（分析は科学アカデミー・物」理学研究所で）といっ  

たものであった（7）∴研究所本隊がカザンに移ると，  

大型研究設備が据え付けられず，電気，ガス，水の  

確保にも制約があるなか，研究課題の取捨迦択が行  

われ，1941年後半には，〔D接触脱水素法によるブタ  

ンとプチレンからの合成樹脂原料開発，（ヨエチルベ  

ンゾールからの接触脱水素法によるスチロール合成，  

〔勤炭化水素の接触芳香化，④ビニールアセチレン樹  

脂の合成，⑤ポリアミド樹脂の合成，⑥アントラセ  

ンとカルバゾールの分離法の研究が実施された（H）．  

しかし，1942什になると，研究所は，軍事との結び  

つきがより濃厚な，実践的な課題に集中してゆくこ  

ととなる．すなわち，研究課題はさらに整理され，  

〔D爆発物とその損料，②岳分了一合成（とくに合成ゴ   

ム）とその原料，（諌アセチレンを山発物質とするl二  

美的合成，④新しい高月‾クタン価エンジン燃料と岳  

品ノ首潤滑油の例発，⑤新しい化ノ、〕J二医薬品，試薬の閻  

発，⑥金属有機合成分野の研究に取り組むこととな  

る（榊 

具体的にそのいくつかを几てみよう．バランディ  

ン（A．A．占乱1a上u艮H）らはカザン合成ゴム工場に耐ベ  

ンゼン什ゴム（チオコール・ゴム）合成法を導入し  

た．このゴムはガソリン・タンクに応¶された．さ  

らに，彼ら，同工場のジビニール接触合成法の改良  

にも取り組んだ．彼らのひとり，レリチューク（CJl  

月息m封yK）はウーファに山仮し，石仙からトルオール  

を入手するノノ法を研究した．ショスタコフスキー  

（M．凱uocTalのBC山道）らは航空機用油剤，油圧用  

液剤に添加する良質の「ビニポール」を発明した．  

それは，スヴェルドロフスク・プラスチックl」易で  
」  

量座化され，“ショスタコフスキーの香仙”とも呼ば  

れるようになった．ゴロヴァー （0∫Llも」10Ba）らは  

無煙火薬をつくるのに有益な硫酸塩セルロースを人  

干するノノ法を開発し，マリ製紙コンビナートに導入  

した．さらに，ゴロヴァー とイヴァノフ（B．H．  

艮Ba上10B）らは，イ舶ヒセルロースから防煙フィルター  

をつくる発作を明らかにした．カザンスキー（6．A．  

Ka3aHCKH百）らは，航空機，戦巾二，自動巾二に川いられ  

ていた不凍剤＝エチレングリコールの良質の代替■1．■■■  

を閻発し，試験した．さらに，トリニトロトルカ‾－  

ル（トロチール）づくりに欠かせないトルカ‾－ルを，  

ノリリスク，ゴーリキーの両石仙精製l場のケロシ  

ン分解装置を利川して入干する条件を明らかにする  

研究を進めた．プラテ（A．¢．mlaTつ）らはイペリッ  

ト防御用マントのための液剤調合法を閻発し，マリ  

製紙コンビナートで実用化した．ペトロフ（A几  

nerlT）OB）らは航空燃」Sトの高月‾クタン価添加剤＝イ  

ソブロピルベンゾ ールを入干する新しいノノ法を開発  

した．ポライ＝コシッツ（A．E．Hopa㍍一馳uH叫）の研  

究半では，航空機川高■■．．■．質ラッカー・エナメルに川  

いる新しい合成樹脂を閻発した．また， ▲辿の戦利  

品の分析も行われた．物‡畔ノ、〕J二者ランズ／ヾルク（rc．  

刀a咽C6epr：18901957）らと協同して，ドイツ吊の  

航空機川燃料，戦巾二川燃料などの分析，火灸放射器  

の液体燃料の構成の分析，敵の信号弾などに仙われ  

ていた蛍光剤の分析などが実施されている．なお，   
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モスクワではナザ一口フ（H．H．Ha3apOB）らが新種の  

カルビノール接着剤を発明し，ヴェレシチャーギン  

（几¢．Bep叫all皿）らが高圧を利用した銃身硬化法  

を提案した．モスクワでは，疲カ国復薬「ベンジド  

リン（フエナミン）」，呼吸刺激剤「ペラツェチン」，  

牛馬のビロブラズマ症治療薬などの試薬も製造され  

ていた（1り） 

こうした研究のため，研究所は，疎開先でも人員  

を増強していった．1942イト1月1R現在の総職員数  

は190ダ，であったが，1943年1ノ］111には210ダ．（11），  

研究所がモスクワに帰還し，戦争が終わった1945年  

には250捌こなっていた（12）．  

IHy孟I（HH，“OTⅦeTO茜e月：TeJII，HOCTHHHCTHTyTa   

OPIlaHHtIeCIく0丘ⅩHMIⅢAI（aneMHHHayRCCCP   

3a1942IlOn．”Bく（OTtIeTI，IOHaytⅢ0－   

HCCJteROBaTeJII，CI£0丘pa60TeHHCTHTyTaHeIt）  

Jta60PaTOpH孟3a1942Il．〉〉．／ApxⅡBPAH◎．431   

0Ⅲ．3エし41／．几1．  

（10）助鮎りでヲβryIくa3．CC．2－7．  

（11）HecMe月：HOB，Ⅲy丘I（ⅠⅢ，．．．yI£a3．BITpHMet｛aHHI｛  

（9），几1．  

（12）HecMe5IHOB，．．．yIくa3．BⅢPHMetIaHHH（3），JI．1．   

X．一般・無機化学研究所   

（HHCTmO6IIte丘ⅡHeOpraH肝IeCICO丘   

Ⅹ壬MIⅡIAHCCCP）  （1）“Il：penHCJIOBHe”IC¢oHEy．仏pxHBPAH   

◎．431／刀．1．  

（2）“oTtleTHHCTHTyTaOpIlaHImeCI£0丘ⅩHMHH   

AI（aJIeMI｛HHayI£CCCPo pa60Te3a1941Il．”B   

く（OTtIeTOHaytⅢ0－HCCJIenOBaTeOI，CI（0丘pa60Te   

HHCTHTyTa3a1941Il．HMaTepHaJII，II（   

OTtleTy〉〉．／ApxⅡBPAH◎．4310IT．3n．34．／．JLTI．6－R．  

（3）HecMe月＝HOB，“HHCTHTyTOPIlaHHtIeCI£0丘ⅩHMHH   

AI（aneMHHHayRCCCP．”Bく（CⅢpaBI（aO6   

HCTOpHH14ロe5ITeJII，HOCTHHHCTHTyTa．   

1945〉〉．／Apx旺BPAH◎．4310IT．：うn．61．／．Jt．4．  

（4）1be椚p73MH（cTapⅢH丘HaytIHI，I丘   

coTPy只HHI（，只OI（TOPXHM．HaytC），“BI（JlaR   

HHCTHTyTaOPIlaHHtIeCIく0丘ⅩHMHHAHCCCPa   

只OCTI｛拭eHHeITO6eRI，IBBeJtHI（0孟   

oTetIeCTBeHHO丘BO丘He194l－1945IT．（pytcoⅢHCI，）．”  

／My3e丘ⅨⅣ．cTp．1．  

（5）HecMe5IHOB，yI（a3．BⅢpHMetIaHHH（2），JI．8．  

（6）fbe椚p雪yI£a3．CTp．1．  

（7）HHCTHTyTOpFaHHtIeCIく0丘ⅩHMHHAICaneMHH   

HayIくCCCP．nHPeI（TOptIJIeH－ICOppeCⅢ．   

AI（aJIeMI｛HHayI£CCCPA．H．HecMe月：HOB，6e3   

3arJtaBH月：．B（（OTqeTOHayqHO－   

HCCJIeEOBaTeJII，CI（0丘pa60TeHHCTHTyTa3a  

1940r．〉〉．／ApxⅡBPAH◎．4310Ⅲ．3几26．／．刀几96，97．  

（R）“oTtleTHHCTHTyTa．．．3a1941Il”yI£a3．B   

ⅢPIIMetIaHⅢⅠ（2），JI．4．  

（9）nHPeICTOPHOXAHCCP，A．H．HecMe5IHOB，   

ytIeHI，I丘ceI（PeTapI，HOXAHCCCP，H．H．  

1934隼，物理化学分析研究所（HH肝HTyT¢H3HIく0－  

ⅩHM肝【eCI£OIlO aHaJtH3a），プラチナ・貴金属研究所  

（HHCTHTyTⅢJIaTHHI，IH nPymIX6JIarOpOnHI，IX  

ノ′」∵ソ MeTaJIJIOB），▲般化ノ、掬l二光所（JIa60paTOpH5IO6I旦e丘  
ⅩHMⅢ王）が統合されて誕生した研究所である．前身  

が有していた作格を反映して，金属，合金の化学組  

成の研究がこの研究所の什事のなかで大きな割合を  

■l「めていた．初代所長はクルナーコフ（H．C．  

民ypHaIくOB：1R601940であったが，1941什に死ム  

して以降はチェルニヤーエフ（H．H．tIepH月：eB）が良  

く所長を勤めた（1）．当該研究所の人員構成の変化に  

ついて，詳しく知ることはできなかったが，1941年  

現在，疎開先のカザンにおける人員構成は，博士・  

教授1：う名，上級研究員（博士候補）16名，初級研  

究員25ダ．，ト級実験技師11ダ，，実験技師18ダ，，調  

剤l二7ダ，，桝里・経営要員2ダ．である（コ）．研究所は，  

全休として1941什6月にカザンに疎開し，194：うイト  

5ノ1から順次モスクワに帰還することになった（ニー）．  

1941年，カザンでは，この研究所によって，〔D鉄  

合金，とりわけ，スヴェルドロフスクの《ウラルメ  

ハノブル（Ⅵ〕a刀MeXaHO6p：ウラル機械伽l二）》l場で  

試験されることになる炭素井含有クロム鋼の生産方  

法，航空機工業，電動機工業などで排気管などに利  

用されるl耐熱作ニッケル合金を鉄合金に代替するノノ  

法，②152mm 口径相伸砲・迫撃砲を炭素鋼でつくる  

際の最適熱管理，③硝酸製造のための，欠乏気味の  

ロジウムを含まない合金触媒，④昌金属を回収する   
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目的での，ノリリスク・コンビナートのスライム（鉱  

泥）の精錬・分析に関する課題，⑤雌羊の脂肪分泌  

物からラクリンを採取する方法，カザフスタン、仁毛  

コンビナートの下水，†排水設備のイ、J‘着物をラクリン  

跡1利こ利川するノノ法，〔釧防火水槽，二塩水槽をつくる  

ための顔料を十壌に定着させるための化J、〕′二的方法，  

⑦丙シベリアのクルンダ漸から臭素とクロム・マグ  

ネシウムを回収するノノ法の研究がすすガ）られた（1）．  

1942隼になると，計14のテーマに沿った研究が実  

施されたが，その多くが兵器材料や代枠品例発に関  

するものであった．これらのテーマのうち，この研  

究所が1942イトになって初ガ）て取り組むことになっ  

た課題は，（丑水，食■■－．■．，気休中におけるフッ素の計  

測法，②｝性次耶塩素酸塩カルシウムの人手法，③  

それを煩」）出ノ（に焼成する方法，④夏季，冬季におけ  

る対毒ガス液状除毒剤，（耳対戦中二火炎ビンに詰める  

口」‘燃物，（疎砲弾川特殊ラッカーなどの研究であった  

（言）   

1943年は，戦時におけるこの研究所の活動のピー  

クと思われる．このイト，研究所は，〔訓妨火水槽づく  

りに必要な液休不透什顔料の普及と強化に関する課  

題（『塩類からの表面の保護』と越するモノグラフの  

編集・J川仮を含む），②熱処王判l敲場の急冷槽に使われ  

ているカリウム硝石，ナトリウム硝石を塩類で代替  

L するノノ法（址鈍槽中の硝石を部分的に硫酸士軋クロ  

ム恨塩，塩素と交枠させる方法，焼鈍糟叫の硝イl▲を  

回収する湿式法設イ闘こ関する工場への助言活動な  

ど），③コバルト精錬の集約化（《ユージウラルニッ  

ケノレ南ウラル・ニッケル》l」易へのその導入），  

④貴金属，非鉄金属回収口的での，ノリリスク・コ  

ンビナートのスライムの電気化J、〕′二的処押法刷発とコ  

バルト帥山のたガ）の湿式冶金法の合哩化，（耳シベリ  

アにおける貴金属精錬工場の新設に際して，スライ  

ム石化・精錬技術を量産規模に拡人する構凶づくり，  

⑥ヴオスクレセンスク化学コンビナートへの“子毎市  

川特殊製■■．．■．（内容不詳）”製法の導入，⑦カザフスタ  

ン，丙シベリア，｝央アジアにおけるミネラル塩（硫  

酸ナトリウム，食塩など）の研究とウラルのマンガ  

ン鉱から硝化ルイサイトを回収するノノ法，（疎保磁力  

の高い永久磁石用の合金開発，⑨粉末状の銑鉄の利  

用法（宿了劇場詔渕法を仕ったマグネシウムの非有  

機的結合の化ノ、初〔狸の研究，結晶構造から几た複合   

的結合の研究，および，合金の化学的結びつきに関  

する著作の準備），⑲脂肪の工業的利用における湿度  

管押に質するための，岳分了一トリグリセリンの位相  

変化に関する包折的な暑件の準備に取り組んだ ま  

た，諸上場への具体的な技術援助として，〔D磁力を  

10～15％）l■rり卜させる磁性材料の熱処理法，②ソリカ  

ムスク工場への技術援助（内容不詳），③ロシア・ソ  

ヴイエト連≠l三社会⊥義共和l七卜保健人民委員都筑11  

1」易における，タタールスタン共和l七「の需要を満た  

す規模での歯科用セメントの製造，④カザスフタン  

、仁毛コンビナー トにおける洗浄水に関する援助・助  

言を実施している“う）．   

戦7卜末期になると，カラ＝ボガズ＝ゴル（カスピ  

獅東部のT視）の塩類，その他の掃状鉱賢鋸の利用  

に関する1944年4ノ1171I付の国家防衛委員会の決  

定，新しいカリウムマグネシウム鉱，ホウ素鉱の  

探査・開発に関するソ連邦経済会議の決是にもとづ  

いて，研究所は各」也に調査旅行に派遣されるように  

なった．また∴独川こ，クラスノヤール地方のタイ  

ムイル地区で銅・ニッケルの硫化鉱石中にプラチナ  

類を見つける研究にも従事した（7）．  

（1）“Il：peEHCJIOBHe”I（¢oHny．仏pxHBPAH◎．429／．   

JLl．  

（2）“ⅢTaTHOepaCIIHCaHHeHHCTHTyTaO6叫e丘   

HeOPIlaHHtIeCI（0丘Ⅹm4HHHa1941roEIIO   

noIlOBOpHI）IMpa60TaM・”Bく（ⅢTaTHOe   

pacⅢHCaHHeHHCTHTyTaHa1941Il．，Il．   

I（a3aHL〉〉．／ApxHBPAH◎．4290IT．1n．111／．Jl．5．  

（3）“Il：JIaHpe∂BaI（ya叩【HHHCTHTyTaO6I旦e丘H   

HeOPIlaHHtIeCI（0丘ⅩHMHHAICaEeMHHHayIく   

CCCP，BIl：pe3岬IyMAI（a只eMI｛HHaytCCCCP．”B   

く（ⅢJIaH，CIIHCIくHCOTPy凸HIⅢOBHI｛CTHTyTa，   

Ⅲ0ⅣIeHaI旦HXpe∂BaI（yaIIHHH3Ⅰ〈a3aHHB   

MocI（By．194：う〉〉．／ApxHBPAH◎．4290Ⅲ．1n．134／．   

JLl．  

（4）“06Ⅰ土田丘cⅢⅢCOIくBpe書p月：eMbIXⅢ刀H   

Ⅲ0ⅣIeHaIOI土田ⅩBHeEpeH劃旺Opa60TIIOHOHX－y   

AI（a月eⅣⅨHHaytCCCCP．”B（（Il：poTOI£OJtI，I，ⅢJlaHI，I，   

Ⅲepet｛HH，只0Ⅰ（Jta月HI）Ie3aⅢHCI（HI｛ⅢepeITHCI（aO   

ⅢJIaHeHHCTHTyTaⅢOCIIeIITeMaMHTeMaM   

O60pOHHOIlO3HatIeHH5IHa1941Il．〉〉．／ApxHBPAH   
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た．カザンで新たに2名の研究員を迎え入れた．カ  

ザンで㌧一えられたスペースは両横120m2（7）第51講  

義室1室だけであり，そのうえ，流体ノバノ二実験装置，  

レントゲン掘影機，光学機器など上要な実験機器は  

移送の途中，ゴーリキーIFfで良く足止めされていた  

ため，1941年中は，協定を締結していた中央空気流  

体ノ」J、掬恍所（ueHTPaJlhflt，1iiaっporfuPO神1はaMhLleC  

HHCTHIYT：uA「H），ItAHl場（略称のみ記軋 rl二式  

名称不詳）で実験データを入干していた（2） ．1941隼  

における研究課題は，〔D航空機に関する流体ノ」ノ、〕袖勺  

研究，その耐久性，堅牢性‥′り卜をめざす研究，②機  

械と建築物の振動に関する研究，③多イL什物質を近  

した液仇 気体の濾過に関する研究，④機械の堅牢  

性を割り目す計算法の閻発，であったい） 

1942年になると，砲兵装侃 弾薬に関する“特別  

なテーマ”（1）実現のた糾こ，ペリャーエフ（H．M．  

6eJl只eB）ら6名からなる独立したグループが編成さ  

れている．軍部と溶接な関係をつくるために，研究  

所は博l二課程生ショル（鳳B．uop）を軍栗田こ人れ，  

赤衛軍迫撃砲・柑伸砲部隊総管√哩部に勤務させた．  

この措置によって，同総管」埋弧 および砲兵総管」埋  

部が保管する良質の実験材料にアクセスすることが  

できた．圭た，こうした軍部との八同研究のた捌こ，  

モスクワに研究グループを比較的長期にわたり派遣  

する機会が増えた（言）．   

研究所は，1943年5ノ］，1ケ月をかけて，モスク  

ワに帰還した．！川の化、〕′ニアカデミー会員選挙では，  

レイベンゾンがIl二会員に，イリユーシン（A．A．  

H∬b10u‖H），チェターエフ（H．「tl訂aeB）両名が通信  

会員に選ばれた．1944年1月11I現在の研究員数31  

ダ，，研究所職員総数は39ダ．である（（う）∴研究所におけ  

る研究はますます弔事，とくに空軍の課題に関連し  

たものとなっていった．イリユーシンらは，おもに  

弾性≡理論の分野で砲兵関辿の課題に取り組んだ．航  

空力学の分野では，非ノ川上液休の流れがもつ平面ポ  

テンシャルに関する††典的な研究が行われた．この  

研究は，高速飛川こ大きな正義をもつ，新しい弔ノlラ  

の案Hという裸足引こ責献するものであった．コーチ  

ン（H．E．KoTHH）らは水の表面における物休の運動  

にはたらく諸力を計算し，航空機の巽の上昇力に関  

する研究に責献した．フリステイアノヴィチ（C．A．  

Xp艮CThaHOB肌）は速度が音速を超えないという条件   

◎．4290Ⅲ．1几1川／．几99．  

（5）“KpaTIくH丘oTtIeTHHCTHTyTaO6I旦e丘   

HeOPIlaHHtIeCIく0丘ⅩHMHHAI（aEeMHHHayR   

CCCP3a1942It）R（Il：ocITeItHaJtI，HI，IM   

pa60TaM）．”B（（I（paTI（H孟oTqeTHHCTHTyTaⅢO   

CIIeI岬aJII，HI，IMPa60TaM3a1942F．〉〉．／ApxHBPAH   

◎．4290Ⅲ．1エし123／．刀几1，2．  

（6）“CoI岬aJtHCTHqeCI（HeO6月：3aTeJtI，CTBaHHCTHTyTa   

O6Iqe丘HHeOPIlaHHt｛eCI£0丘ⅩHMHHAI（a只eMI｛H   

HayIくCCCPHa1943F．”Bく（CoI岬065I3aTeJII，CTBa   

HHCTHTyTaHa19401943IT．HCBeneHH5IO6HX   

BI，IⅢOJIHeHHH〉〉．／ApxHBPAH◎．4290Ⅲ．1n．95a／．   

刀JL24－27．  

（7）BIl：pe3町HyMAI（a刀eMHHHayRCCCP．27－TTT   

－45Il．Bく（nOICJIaEHI，Ie3aIIHCIくH，aI（TI，I，CIIpaBI（HH  

ⅢePeITHCI£aOHayt｛HO‾HCCJte茜OBaTeJII）CI£HX   

pa60TaXHHCTHTyTaI｛BHe丼peHI｛HHXB   

ⅢpOH3BOnCTBO．09．01．45－06．12．45〉〉．／ApxHBPAH   

◎．4290Ⅲ．1エし158／．刀几11，12．  

刃．力学研究所   

（ⅢHeTIITyTMeXaIIHIくHAHCCCP）   

193射十川月15目付の科学アカデミー幹部会決定  

にもとづき設置された，比較的ム‥い研究機関である．  

初代所長はガリョルキン（石上ra」1epK皿：18711945）  

で，1945年7ノ］1211のその逝去のlはで所長」l哉を  

つとガ）た（り．この研究所にカザンへの疎開が命じら  

れたのは1941イト川月14Rのことであり，疎開の第  

2帥にあたる．疎閻の段階で，この研究所には，モ  

スクワの本部に研究員35ダ，が勤務していたほか，レ  

ニングラードに“レニングラード・グループ’と呼  

ばれた支所があり，所長ガリョルキンをはじめ，7  

名の研究員・院生が研究に／従事：していた．この“レ  

ニングラード・グループ’は，本隊に先行して8月  

20Rにレニングラードを離れ，9月初めにはカザン  

に到着していた．本隊は命令の卜った翌1511から疎  

倒しはじめ，11ノ1（け初頭には移転を完Jノした．カザ  

ンには計27名の研究員が移住した．ほかに，タシケ  

ントにアカデミー通信会員ヴエリカーノフ（M．A．  

Be」114Ka上10月）が，ボロヴォェにはレイベンゾン（几C 

几：鼠6e比30上1）が派遣され，モスクワには3ダ，が残留し  



戦時下のソ辿邦科学アカデミー（ⅠⅠ）  49   

のもとで，平面ポテンシャルをもつガス流のなかで  

の任意の外形をもつ流線型の研究を行った．チェタ  

ーエフは，着陸時の航空機の安定性，砲弾の回転の  

安定化に関する課題に取り紳んだ ペリヤーエフら  

は塑什変形がある場合の材料の強度に関する研究，  

ソコロフスキー（B．B．Colの」10BC山通）は骨組材（7）ねじ  

れに関する弾和性ノ、〕J撒糾究，イリユーシンは朴性・  

口」‘塑什をもつ材料に関する研究を実施した（7）．  

HCCJteFtOBaTeJII，CI£HXpa60THHCTHTyTa   

MexaHIⅢHAI（aEeMHHHayIくCCCP3a1943Il．”   

TaM況e，刀几46，47，101－104．   

Ⅶ．むすぴにかえて   

2年前の報告書において，筆者は「空前の規模で  

実施されたこの疎開のなかで，利川口」▲能な研究干段  

の什格にんイ「されることの人きい実験的研究を巾ノL、  

に，多くの研究機関ではその研究態勢に大きな変更  

がもたらされた」と述べ，「研究機関の戦時疎朋は，  

少なくとも客観的には，戦時研究へ研究／首を動員す  

る人きな槙打となった」（1）と結論した．今回の9研  

究所を対象にした調査においても，同じ結果を石取  

することができよう．   

開戦帖 ソ連邦科学アカデミーはすでに計47の  

1ト〔ノ 研東新を擁していた（2）．このなかには，本研究の対  
象とならない，人文・社会科ノ、〕J：系の研究所も多く含  

去れているとはいえ，対象とすべきl√l然科ノ、〕J二・工、〕′二  

系研究所もまだ数多く残っている．今後とも，着実  

に調査を積み重ねて行かなければならない．   

なお，本稿について言えば，この閥調査をすすめ  

てきた，たとえば，物理問題研究所（上血cTHlyrll  

q）H・珊eCKHXnPO6JleMAHCCCP）などについては，さ  

らなる資料調査の余地があると川析し，本稿では割  

愛した．また， エカチェリンブルク（lllスヴェルド  

ロフスク）に調査旅行を実施しながら，その成呆を  

まとめる帖間的余裕もなかった．これらについても，  

他Rを輿1したい．  

（1）“Il：penHCJIOBHe”I（¢oHny．仏pxHBPAH◎．438／．   

．－1．1  

（2）Il：pe3叩ⅡyMyAI（a月eMIIHHayI£CCCP（6e3只aTI，I）．   

B（（nOI£yMeHTI，IO63BaI（ya叩IHHHCTHTyTaBIl．  

I（a3aHI，（cIIHCIくHCOTPyEHHICOB，ⅢePetIHH   

o60PyEOBaHH5I）．HIOJII，－neI（a6pI，1941〉〉．仏pxHB   

I｝AH◎．4：う80Ⅲ．1几55／．几：う5．  

（：う）“noI（Jla只Ha月：3aITHCI£aⅢOBOITpOCyOPIlatⅢ耳3aI岬H   

B1941Il．JIa60PaTOpH丘HHCTHTyTaMexaHHICHB   

Ⅲpe3HnHyMAICaEeMHHHayIくCCCP．”B  

（（CTeHOIlpaMMaI｛ⅢPOTOI£OJI3aCeFtaHI｛5Z  

I（OMI｛CCI｛HⅢOpaCCMOTPeHHIOITpOd）HJ15I   

HHCTHTyTaHEOI（JIanHI，Ie3aⅢHCI（HO6   

0pFaHH3aIIHHJIa60PaTOpIi羞．04．03－  

：う1．12．40．〉〉．／ApxHBPAH◎43R．0Ⅲ．1n．31／．Jt．39．  

（4）（（OTqeT O Hayt｛HO－HCCJte群）BaTeJtI，CI（0孟pa60Te   

HHCTHTyTa3a1942F．〉〉．／ApxHBPAH◎．4380II．1   

几72／．刀几2，3．：“特別なテーマ”に関する報告は，   

直接科学アカデミーの特務課 （OT只eJI   

cⅢeIIPa60TAHCCCP）に提山した，と書かれて   

いる．この特務孤こついては，現在のところ，不   

詳である．  

（5）“oTtleTOBI，IIIOJIHeHHHⅢJlaHaHayqHO－   

HCCJIeEOBaTeJII，CIくHXpa60THHCTHTyTa   

MexaHHICHAI（a刀eMIⅢHayRCCCP3a1943Il．”B  

（（OTⅦeTOHayt｛HO－HCCJIeFtOBaTeJII，CI（0孟pa60Te   

HHCTHTyTa3a194：うIl．HMaTePHaJII，II（   

OTtIeTy｝〉．／ApxHBPAH◎．4380II．1n．81／．   

刀JLlOl－104．  

（6）（（OTⅦeTOHaytIHO－HCCJIeFtOBaTeJII，CI（0孟pa60Te   

HHCTHTyTa3a194：うIl．HMaTePHaJII，II（OTtleTy〉〉．  

／ApxHBPAH◎．438．0Ⅲ．1n．81／．JI．1．  

（7）“OTtIeTOBI，IⅢOJIHeHHHI”aHaHaytⅢ0－  

（1）市川 浩『第2次世界大戦用におけるIllソ辿邦科   

学アカデミーと科学甘集団の動向に関する歴史   

的実証研究』，前掲，30ページ．  

（2）EH肋呵（＜AICaneMH5IHayIくCCCPH   

HH茜yCTPHaJIH3aItH5IPoccI｛丘：otIepI（   

CO叩IaJtI，HO孟HCTOpHH1925－196：う〉〉，M．：Academia   

2003r．cTp．140．  

【附記】：本稿は，平成19～21什度目本学術振興会  

科学研究費補助金（基盤研究（C）），および，（肘）  

lI本証券奨ノ、〕J：財岡の、l旬長19年度（第34回）助成に  

よる研究成果の 一部である．1I本証券奨ノ、湖才秤＝こは   
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厚く御礼巾し上げたい．   

また，この調査研究をすすめるにあたって，数多  

くの‡呪他の研究者の協ノ」を仰いだ．ここに彼らの言  

柴で感謝の意を表しておきたい：ABTOp6JtarOFtaPHT  

3a Hayt工HyE）ⅢOMOI工P CJteFtyIOI工甲ⅩJtHIt：0Ⅰ£CaHa  

naHHJIOBHa CHMOHeHI（0，HaTaJII，5I CeIleeBHa  

Il：poxopeHI（0，   HaTaJII，5I  BaJIeHTHHOBHa  

KpaⅢ0ⅢHHa，CTeJIJta BJta只HMHPOBHaIl：HCapeBa，  

3nyapE H3Pa丘JIeBHtI KoptIIⅢCIくH丘，nHaHa  

HIⅢOJIaeBHa CaBeJII，eBa，BopHC BopHCOBHtI  

nI，5ZI（OB，IOpH羞JIeoHOB肝【KaMHHCI（Hfi，HpI｛Ha  

IleoprHeBHa（TapaI（aHOBa），ⅠⅨ COTPy只HHI（H H  

凸py3b兄MOI｛・   
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